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ゆ
～
バ
ス
の
す
ゝ
め

バ
ス
は
移
動
の
術す
べ

な
り
、
移
動
は
事
を
な
す
の
術
な
り
。

今
こ
そ
バ
ス
を
活
用
せ
よ
。

ど
こ
ま
で
乗
っ
て
も
定
額
運
賃

12

3

　

ゆ
～
バ
ス
は
、
那
須
塩
原
市
内

を
走
る
地
域
バ
ス
。
平
成
19
年
か

ら
運
行
を
開
始
し
、
皆
さ
ん
の
生

活
の
足
と
し
て
日
々
走
り
続
け
て

い
ま
す
。

　

駅
・
病
院
・
ス
ー
パ
ー
に
加
え
、

高
校
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
重
視

し
た
路
線
と
す
る
こ
と
で
、
通
勤
・

通
学
に
も
使
い
や
す
い
バ
ス
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
西
那
須
野
駅
～
那
須
塩

原
駅
～
黒
磯
駅
を
結
ぶ
路
線
も
拡

充
さ
れ
、
計
８
路
線
が
運
行
し
て

い
ま
す
。

み
ん
な
の
生
活
バ
ス

皆
さ
ん
は
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
か
。

バ
ス
は
、
人
々
の
生
活
を
支
え
る
足
と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。

車
社
会
で
あ
る
地
方
に
と
っ
て
、
そ
の
あ
り
が
た
み
を
実
感
す
る
機
会
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
バ
ス
に
は
車
に
か
え
ら
れ
な
い
良
さ
が
あ
り
、
バ
ス
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
も
し
か
す
る
と
あ
な
た
の
生
活
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
地
域
生
活
に
密
着
し
て
い
る
バ
ス
の
良
さ
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

《
１
回
の
乗
車
当
た
り
》

○
大
人　
　
　
　
２
０
０
円

○
小
・
中
学
生　
１
０
０
円

○
幼
児
以
下　
　
無
料

乗り放題の1日券

一日券写真※小・中学生は
　半額、幼児以
　下は無料。

400大人 円

ゆ
～
バ
ス
は
、
高
齢
者
、
児
童
、

障
害
者
に
も
乗
り
降
り
が
し
や
す

い
よ
う
出
入
口
の
段
差
が
な
く
、

低
床
な
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
。
足
腰
へ

の
負
担
が
少
な
く
、
ス
ト
レ
ス
な

く
乗
り
降
り
で
き
ま
す
。

車イスの人

足腰が弱い人

子ども連れの人

こ
こ
が
い
い
！
　
ゆ
～
バ
ス

最
近
車
を
運
転
す
る
の
が

怖
い
ん
じ
ゃ

出
費
が
多
く
て

困
っ
ち
ゃ
う
…

異
性
と
の
出
会
い
が

全
く
な
い

危
な
い
と
分
か
っ
て
い
て
も

つ
い
つ
い
…

乗
り
降
り
楽
々 

ノ
ン
ス
テ
ッ
プ

手
軽
に
確
認
で
き
る
時
刻
表

>>

>
>

>
>

９
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

時
刻
表
が
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
ス
マ
ホ

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
す
れ

ば
、
外
出
先
で
も
時
刻
表
が
確

認
で
き
ま
す
。

  

ア
ッ
ト
と
ち
ぎ

検
索

市役所の各窓口などで
も紙の時刻表 & 経路図
を配布しています

乗車時間帯と曜
日を選択し、「検
索」を押す

時間別の所要時
間と運賃が表示
されます（右図）

地図から乗車・
降車それぞれの
バス停を選択

簡
単
で
便
利
な
使
い
方トップページから

「バス地図検索」を押す

▼
問
い
合
わ
せ　
本
生
活
課　
☎
０
２
８
７（
62
）７
１
２
７
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特集 特集ゆ～バスのすゝめ ゆ～バスのすゝめ

路線外でも

ゆ～バスの乗り方

予約ワゴンバスで

利用者の声

　　　ス運転手になったのは、女性がバスやトラッ
　　　クなどの大型車両を運転する姿に憧れたのが
きっかけでした。日々の業務の中で、お客様に「あ
りがとう」と声を掛けていただけるのが、運転手を
やっていてよかったと感じる瞬間です。
　ゆ～バスは皆さんの大切な足。買い物、通院、時
には街巡りなど、気軽に楽しく利用していただきた
いです。バスに乗ると目線が高くなるので、普段と
は違った景色が見られるのも魅力の 1 つですよ。
　ゆ～バスに乗ったことがない方は、試しにぜひ一
度乗ってみてください。お待ちしています。

ゆ～バスが通っていない地域は、
予約ワゴンバスの停留所まで電話1本で伺います。
※利用希望時間の2時間前までに電話での申し込みが必要。

※この色の線は予約ワゴンバスの経路です。

≪予約ワゴンバス会社一覧≫
 路線名  会社名  電話番号
 新湯線  那須合同事業者㈱  ☎0120（150）237
 下大貫線／接骨木線  塩原自動車㈱  ☎0120（150）237
 高林・青木線  黒磯観光タクシー㈱  ☎0287（62）1526
 宇都野線  山和タクシー㈲  ☎0287（29）3838
 湯宮線  藤交通㈱  ☎0287（63）0444
 寺子線  ㈲京橋  ☎0287（63）1515

高校まで距離があり、親の送迎も難しいので毎
日ゆ～バスを利用しています。自転車やバイク
も手軽ですが、天気が悪いと大変なので。隣に
座った人と会話を交わすこともあり、こうした
出会いがあることがバスのいいところです。

通勤でゆ～バスを利用しています。車は税金・
ガソリン代・保険掛金などを考慮すると維持費
が高くなりがち。バスは定期代だけで済むし、
マイカーと比べてエコなので、お財布にも環境
にもやさしいですね。

バスの行き先をチェック！
行き先はバス正面上と側面に表
示されています。

（別路線のバスに乗らないよう
注意を！）

バスが到着し、ドアが開いたら乗車。
※料金の支払いは降車の時です。

目的地のアナウンスが流れたら
「止まります」ボタンを押す。

運賃を料金投入口へ。
足下に気をつけて降りましょう。

皆さんに楽しく利用してもらうのが夢

亀山 智明

小川 実可

さん

さん

事務職（西大和在住）

黒磯南高校（大貫在住）
人とのつながりができることもあります。

エコな上に経済的！

JRバス関東株式会社に勤務し、
ゆ～バスやJRバスなどの運転手
を務める。前職のタクシードラ
イバー歴も併せると、お客さん
を運んで20年。みるひぃ大好き
明るく元気なドライバー。

大塚 恵美子 さん
ゆ～バス運転手

塩原・上三依線

西那須野外循環線

西那須野内循環線

黒磯・西那須野線

黒磯南高校線
黒磯外周り線

黒磯内周り線

鍋掛線

寺子線

湯宮線

接骨木線下大貫線

宇都野線

新湯線

高林・青木線

JR那須塩原駅

黒磯南高校前
埼玉小学校前

那須高原
　病院前

三区町公民館入口

市役所本庁舎

那
須
脳
神
経

　
　
外
科
病
院

利用者の皆さんへ
9月1日から
ダイヤが変わりました

バ

　　　ってました？

　　　定期券購入で

予約ワゴンバスも乗り放題知

皆さんの利便性向上のために、ダイヤを改正
しました。
おおまかな改正ポイントは次のとおりです。

黒磯市街地を走る3路線
●管間記念病院への乗り入れ
　→病院の目の前に停留所を新設しました

黒磯・西那須野線
●朝の混雑時間帯の始発時間を変更
　→通勤・通学時間帯の混雑解消が狙いです

○突然の揺れ・急停車に注意！
○携帯電話の通話は控えましょう！

平成27年11月5日号 4

観光スポットや行きたい場所
への乗車経路など、不明な点
がありましたら気軽に声を掛
けてくださいね！
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費用面で徹底比較

車とゆ～バス どれだけ違う?

軽自動車

他にも

1カ月でこんなに差が…

年間26万円もバスの方がお得!

月
額 円28,724 月

額 円5,800

15,625 円 5,800 円

600 円

4,166 円

3,333 円

0円

5,000 円

車両購入費用
（150万円の車を8年使用）

ゆ～バス定期券

自動車税（2年で14,400円）

車検代金（2年で10万円）

任意保険（2年で8万円）

駐車場代（自宅に駐車）

ガソリン代（5,000円／月）

他にタイヤ代、オイル代、整備費用なども…

合計 合計

ゆ～バス

安心・安全

たくさんの人が
利用すればするほど

※マナー違反に
　注意しましょう。

※この計算例はあくまで一例です。

・出会い
・譲り合い
・語り合い

・事故が起きにくい
・万が一の際にも
　加害者にならない

歩く機会が増え 小さい子どもに

通勤・通学時間の活用

エコで環境に優しい

健康的人との出会い

公共マナーの修得

・読書
・仮眠
・ゲーム
・スマホ

ゆ
～
バ
ス
は
、
今
日
も
笑
顔
を
乗
せ
て
走
り
続
け
ま
す
。

あ
な
た
流
の
バ
ス
活
用
法
は
な
ん
で
す
か
？
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出 入

平成26年度

決算
総　額
526億

1,925万円
（＋24億3,504万円）

自主財源
262億6,878万円

49.9％
（＋1億8,435万円）

依存財源
263億5,047万円

50.1％
(＋22億5,069万円)

市税
190億9,274万円

36.3％
（△9,727万円）

地方交付税
75億7,634万円

14.4％
（＋19億759万円）

国庫支出金
91億9,493万円

17.5％
(△1億352万円)

諸収入
23億493万円

4.4％
(△3億8,465万円)

県支出金
29億4,688万円

5.6％
(＋2,082万円)

市債
44億8,090万円

8.5％
（＋2億5,120万円）

地方消費税交付金ほか
21億5,142万円

4.1％
（＋1億7,460万円）

使用料及び手数料ほか
21億2,097万円

4.0％
（＋3億1,730万円）

繰越金
27億5,014万円

5.2％
(＋3億4,897万円)

一般会計　歳入一般会計　歳出

民生費
147億8,432万円

29.6％
（＋23億9,967万円）

公債費
51億7,068万円

10.4％
(△1億3,166万円)

教育費
74億7,526万円

15.0％
(＋8億7,200万円)衛生費

66億9,027万円
13.4％

(△6億9,479万円)

総務費
59億9,610万円

12.0％
(＋13億5,732万円)

土木費
42億5,616万円

8.5％
(△9億4,069万円)

商工費
19億7,942万円

4.0％
(△1,593万円)

消防費
19億547万円

3.8％
(△1億2,825万円)

農林水産業費
12億7,539万円

2.6％
(△1億2,709万円)

その他
3億6,144万円

0.7％
（△1億3,013万円）

総　額
498億

9,451万円
（＋24億6,045万円）

人件費
62億4,909万円

12.5％
（＋1億8,179万円）

扶助費
87億7,113万円

17.6％
（＋5億7,526万円）

普通建設事業費
（単独事業）

21億1,035万円
4.2％

（＋2億1,970万円）

公債費
51億7,067万円

10.4％
（△1億3,167万円）

普通建設事業費
（補助事業）

47億2,221万円
9.5％

（＋3,390万円）

災害復旧費
4億1,308万円

0.8％
（＋69万円）

物件費
93億1,122万円

18.7％
（△6億9,056万円）

補助費等
44億9,768万円

9.0％
（＋7,595万円）

繰出金
42億2,985万円

8.5％
（△530万円）

その他
44億1,923万円

8.8％
（＋22億69万円）

義務的経費
201億9,089万円

40.5％
（＋6億2,538万円）

その他の経費
224億5,798万円

45.0％
（＋15億8,078万円）

　平成26年度の決算がまとまりまし
たのでお知らせします。
　前年度と比べ、歳入では、地方交付
税（放射能対策事業分）が増加しまし
た。歳出では、民生費（福祉）、教育費、
総務費（積立金分）が増加しました。
　財政健全化判断指標から判断する
と、本市の財政は引き続き健全な状
態です。

問い合わせ　本財政課
　　　　　　☎0287（62）7118

性質別性質別目的別目的別

※（　）内は前年度比※（　）内は前年度比

投資的経費
72億4,564万円

14.5％
（＋2億5,429万円）

公 

有

財  

産

土　地 12,225,170㎡ 
建　物 401,311㎡
山林など 6,436,255㎡
無体財産権（商標権） 1 件
有価証券 1,680万円
出資による権利 7億3,034万円

基　  　金 166億8,958万円

■財産状況

●平成26年度の借り入れ額
平成26年度に借り入れたお金は、44億8,090万円です。内訳では合併特
例債が最も多く、22億8,920万円です。主な借入目的は次のとおりです。
○小・中学校耐震改修事業…10億2,350万円
○認可保育園建設事業　　                 …      2億8,050万円
○消防本部建設事業　　　                 …      2億5,390万円

●平成26年度の返済額
平成26年度に返済したお金は、元金（借り入れたお金）47億6,653万円、利
子4億309万円、合計51億6,962万円です。
元利償還金のうち41億6,425万円は地方交付税に算入されています。

●市民1人当たりの市債残高…29万7,034円

合併特例債
160億4,910万円

（45.7％）

臨時
財政対策債
   96億9,030万円
        （27.5％）

土木債
49億2,294万円

（14.0％）

教育債
12億5,755万円

（3.6％）

市が借りているお金の返済残高
その他

32億3,439万円
（9.2％）

総　額
351億

5,428万円
（△2億8,562万円）

・国庫支出金…福祉援助や道路整備のために国から交付されるお金
・地方交付税…所得税、法人税、酒税など国税として徴収された中
　　　　　　                   から市の財政状況に応じて交付されるお金
・市債…道路や施設を整備するために、国や銀行から借り入れるお金
・県支出金…福祉援助や道路整備のために県から交付されるお金
・地方消費税交付金…消費税（国税）と一緒に徴収された地方消費　
　　　　　　　　        　　　　　　　税（県税）のうち、市町村に交付されるお金

・市税…市民税や固定資産税、軽自動車税など皆さんが納め
　　　　た税金
・繰越金…前年度の決算上、余ったお金
・諸収入…学校給食費など他の科目に含まれないお金
・使用料及び手数料…市の施設を利用したり、サービスの提
　　　　　　　　　　　　　　　　　     　供を受けたときに支払うお金

依存財源（国、県などから交付されるお金）自主財源（市税など市が自ら集めるお金）

■基金の状況
「基金」とは家庭における預
貯金に相当するものです。
平成26年度末の基金残高は
166億8,958万円で平成25年
度末から 19億7,599万円の
増となっています。
主な基金の残高は次のとお
りです。

●一般会計
○財政調整基金（年度間の財源調整を行
　うもの）…57億8,594万円
○減債基金（借入金の返済に備えるため
　のもの）…16億6,251万円
○その他の基金（特定の事業を実施する
　ためのものなど）…69億2,810万円
●特別会計			 
○国民健康保険、介護保険などの基金
　…23億1,303万円
●市民１人当たりの基金残高
　…14万1,018円

■市債の状況（平成26年度末 一般会計）

・扶助費…子どもの医療費助成や生活保
　　　　　護などの援助のための経費
・人件費…市議会議員の報酬や職員の給
　　　　　料など
・公債費…市が借りているお金を返済す
　　　　　るための経費

義務的経費（支出が義務付けられ、
任意に削減できない経費）

・普通建設事業費…道路、学校などの整備
　　　　　　　　　のための経費
・災害復旧費…災害により被災した施設
　　　　　　　を復旧するための経費

投資的経費（道路や学校の整備
など将来に残るもののための経費）

・物件費…消耗品、光熱水費、賃借料、委託料
　　　　　など
・補助費等…各種団体などへの負担金や補
　　　　　　助金など
・繰出金…特別会計へ支出するための経費
・その他…維持補修費、積立金、投資及び出
　　　　　資金、貸付金の合計

その他の経費（義務的経費と
投資的経費以外の経費）

■市民1人当たりの平成26年度歳入歳出決算額
住民基本台帳人口：118,351人（平成27年3月31日現在）

歳入 44万4,603円
歳出 42万1,581円

●市民1人当たりの歳出42万1,581円を目的別に分類すると…

民生費　124,919 円 教育費　63,162 円 衛生費　56,529 円 総務費　50,664 円

公債費　43,690 円 土木費　35,962 円 商工費　16,725 円 消防費　16,100 円

　

農林水産業費　10,776 円 議会費　2,600 円 労働費　390 円 災害復旧費　64 円

黒
字
だ
モ
～

総　額
498億

9,451万円
（＋24億6,045万円）

議員報酬など、
議会を運営する

ための経費

雇用創出事業や
勤労青少年ホーム

の運営などの
ための経費

消防や救急
などのための

経費

税務事務や
市役所運営、
防災などの
ための経費

農林業や畜産業
を盛んにする
ための経費

小・中学校の
整備や運営など、

教育や文化を
盛んにする
ための経費

子どもや
高齢者・障害者
などの福祉の
ための経費

商工業や観光を
盛んにする
ための経費

災害により
被災した施設を
復旧するための

経費

ごみ処理や市民
の健康増進を

図るための経費

道路や公園など
の整備や管理を
するための経費

市が借りている
お金を返済する

ための経費
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平成27年度上半期
財政状況報告

■公営水道事業の経理状況

■一般会計の執行状況
支出済額  180億2,416万円
執行率　  38.4％歳出歳入 収入済額  222億65万円

執行率　  47.3％

…予算額 …収入・支出済額

市債

消防費

教育費

民生費

土木費

総務費

公債費

衛生費

商工費

国庫支出金

市税

地方交付税

県支出金

繰越金

諸収入

その他

144億7,465万円
  60億7,618万円(42.0％)

56億4,438万円
19億3,025万円(34.2％)

54億2,385万円

52億6,273万円

  49億5,893万円

17億2,498万円(32.8％)

  48億8,864万円
  12億7,977万円(26.2％)

  21億3,806万円
  11億1,631万円(51.7％)

  20億2,150万円
  16億 974万円(79.6％)

会計名 歳    入 歳    出
決算額 対前年度増減額 前年度比 決算額 対前年度増減額 前年度比

  国民健康保険特別会計 143億6,054万円 +3億8,941万円 102.8% 132億9,264万円 +2億7,641万円 102.1%
  後期高齢者医療特別会計 9億1,196万円 +1,961万円 102.2% 8億9,312万円 +1,944万円 102.2%
  介護保険特別会計 68億1,186万円 +3億3,734万円 105.2% 65億7,846万円 +2億5,821万円 104.1%
  下水道事業特別会計 31億1,076万円 △4億2,540万円 88.0% 30億7,876万円 △4億1,066万円 88.2%
  農業集落排水事業特別会計 1億1,379万円 △1,631万円 86.4% 9,979万円 △1,787万円 84.8%
  温泉事業特別会計 6,077万円 △1,146万円 84.1% 4,447万円 △1,667万円 72.7%
  墓地事業特別会計 500万円 △64万円 88.7% 370万円 ＋49万円 115.3%

■特別会計の決算状況

■公営水道事業の決算状況

■財政の健全性に関する５つの指標

区分 収　入 支　出
決算額 対前年度増減額 前年度比 決算額 対前年度増減額 前年度比

収益的収支 31億5,675万円 +6億3,608万円 125.2% 23億6,264万円 +4,801万円 102.1%
資本的収支 4億9,105万円 △3億8,610万円 56.0% 18億3,357万円 +2,248万円 101.2%

※収益的収支…1 年度の事業活動に関する水道料金を主体とした収入と、材料費や電気料、職員の給与などの支出
※資本的収支…将来の維持管理に必要な借入金などの収入と、水道管敷設などの建設改良費や借入金を返済するための支出

一般会計等（一般会計と墓地事業特別会
計）を対象とした実質赤字額の標準財政規
模に対する割合で、赤字決算の場合に該当
し、赤字の程度を表します。

一般会計等に加えて特別会計や一部事務
組合（消防組合など）など、関連する全て
の会計を対象とした実質赤字額の標準財
政規模に対する割合です。

　②連結実質赤字比率

一般会計等が負担する公債費や公債費に
準じるものなど（特別会計や一部事務組合
の借金返済額）の標準財政規模に対する
割合です。

　③実質公債費比率

公社や第三セクターなどを加えた連結ベー
スで一般会計等が将来負担する可能性の
ある実質的な負債額の標準財政規模に対
する割合です。

　④将来負担比率

各公営企業会計の資金不足額の、事業規
模に対する割合です。

　⑤資金不足比率

　平成26年度は、前年度同様すべての指標で各基準を大きく下回っており、
　本市の財政状況は「健全である」と判断できます。

財政良好 財政悪化

早期健全化基準 財政再生基準

0.0％

0.0％

黒字のため、該当なし

黒字のため、該当なし

借り入れたお金の返済が一部終わったこと
などにより、昨年度に比べてさらに向上

資金不足は発生しておらず、該当なし

平成27年9月30日現在の平成27年度予算額と
執行状況をお知らせします。
予算額は当初予算に9月議会までに承認され
た補正予算を加えたものです。
下半期の財政状況は、来年の広報なすしおば
ら5月20日号でお知らせします。

184億6,477万円
112億2,743万円(60.8％)

72億7,148万円

51億6,000万円

  36億1,730万円
  　　　　　0円( 0.0％)

H25 H26
― ―

H25 H26
― ―

H25 H26
9.0 7.0

H25 H26
― ―

H25 H26
― ―

地方譲与税
及び

各種交付金

■特別会計の執行状況

会計名 歳入・歳出
現計予算額

歳　入 歳　出
収入済額 執行率 支出済額 執行率

  国民健康保険特別会計 162億1,280万円 72億2,435万円 44.6% 63億8,235万円 39.4%
  後期高齢者医療特別会計 9億 544万円 4億4,737万円 49.4% 3億2,038万円 35.4%
  介護保険特別会計 78億2,054万円 36億5,986万円 46.8% 27億8,844万円 35.7%
  下水道事業特別会計 29億 849万円 12億 448万円 41.4% 11億3,687万円 39.1%
  農業集落排水事業特別会計 1億 810万円 5,234万円 48.4% 4,806万円 44.5%
  温泉事業特別会計 6,684万円 4,019万円 60.1% 1,969万円 29.5%
  墓地事業特別会計 328万円 543万円 165.5% 97万円 29.6%

26億5,300万円

20億5,548万円
4億8,365万円(23.5％)

30億4,095万円
4億4,200万円(14.5％)

24億8,112万円
24億8,112万円(100.0％)

15億9,623万円(60.2％)

農林水産業費

その他

22億1,924万円
7億 535万円(31.8％)

(　)は収入・支出済割合

4億4,231万円(32.2％)

7億7,496万円
1億7,454万円(22.5％)

※1

※2

※3

※ 1 市債
事 業 額 の 確 定 後、
下半期に借り入れ
ます

※ 2 その他
分担金及び負担金、
使用料及び手数料、
財産収入、寄附金、
繰入金 ※ 3 その他

議会費、労働費、
災害復旧費、諸支
出金、予備費

0.0％

0.0％

0.0％

16.93％ 30.0％

11.93％ 20.0％

25.0％ 35.0％

350.0％

20.0％

なし

なし

7.0％

なし

なし

17億6,152万円(24.2％)

35億 335万円(67.9％) 12億9,939万円(24.0％)

23億8,069万円(48.0％)

13億7,564万円

区分
収　入 支　出

予算額 収入済額 執行率 予算額 支出済額 執行率
収益的収支 28億1,464万円 13億8,201万円 49.1% 25億5,799万円 10億5,470万円 41.2%
資本的収支 10億6,491万円 0円 0.0% 26億7,836万円 4億 349万円 15.1%

那須塩原市の財政状況は？

　①実質赤字比率

良好

良好

良好

良好

良好
健
全
だ
モ
～

基金が多く積み立てられていることなどに
より、引き続き将来負担は発生していない
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11月16日から登録受付開始
やってみませんか！介護支援ボランティア65歳以上の

皆さん

　趣味、スポーツ、ボランティアなどへの高齢者の社会参加活動は、介護予防に効
果があると言われています。
　市では、その 1 つの機会として「介護支援ボランティアポイント事業」を始めま
す。あなたもチャレンジしてみませんか。

登録・問い合わせ　本高齢福祉課　☎0287（62）7137

介護支援ボランティア事業とは？
市の活動登録台帳に登録した高齢者が、指定を受け
た市内の介護サービス施設などでボランティア活動
を行います。
その際、活動の記録としてボランティア手帳に「ス
タンプ」が押印されます。そのスタンプを「ポイント」
に換算し、希望によりポイント分の商品券と交換で
きます。
▶対象　65 歳以上の市民
※要介護・要支援認定者は除く。
▶登録場所　本高齢福祉課
▶登録期間　11 月 16 日㈪～ 12 月 11 日㈮
※期間終了後も随時受け付けます。

活動の時期・場所（受入施設）・内容
▶開始時期　来年 1 月～
▶活動場所　市が指定する市内の介護サービス施設　
　（特別養護老人ホームやデイサービス事業所など）　
　街中サロン・市シニアセンター
▶活動内容
○レクリエーションなどの参加支援や補助
○行事などの会場設営や補助
○施設利用者の話し相手や囲碁、将棋などの相手
○お茶出しや食堂の配膳・下膳の補助
○草取り、洗濯物の整理、シーツ交換などの簡単な補
　助的活動
○特技披露　　など

ボランティア活動を始めよう！
（登録から活動までの流れ）

◆ボランティアの登録をしよう
　本高齢福祉課の窓口で登録手続きをしましょう。
　（申請書は本高齢福祉課の窓口に備え付けてあるほ
　か、市ホームページからダウンロードできます）
※登録時に「ボランティア手帳」が交付されます。
※ 12 月下旬（予定）の研修会に参加してください。
◆活動の内容を決めよう
　受入施設が希望する活動の内容から自分に合った
　活動を選びます。その後、受入施設と活動に関す
　る詳細な打ち合わせをします。
※打ち合わせは、希望により市職員が同席します。
◆ボランティア活動をしよう
　市や受入施設の注意事項を守りながら、無理のな
　い範囲で活動します。
※市でボランティア保険に加入するので、安心して
　活動ができます。
◆活動を記録するスタンプを押してもらおう
　受入施設でおおむね１時間以上のボランティア活
　動を行い、「ボランティア手帳」にスタンプを押印
　してもらいます。
◆スタンプをポイント化して商品券に交換しよう
　1 月から 12 月までに押印されたスタンプを本高齢
　福祉課でポイント化して商品券と交換します。

介護支援ボランティア
（65 歳以上の市民）

受
入
施
設

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
申
請

⑦
ス
タ
ン
プ
を
ポ
イ
ン
ト
化

　
し
て
商
品
券
と
交
換

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
手
帳
の
交
付

③
受
入
施
設
と
の
結
び
付
け

⑧
商
品
券
の
交
付

受入施設
の指定

受入施設
の指定申請

④活動日程の
　調整
⑤ボランティ
　ア活動

⑥スタンプ
　の押印
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【最優秀賞】　
○永山咲

さ き

希さん　
　（矢板高校2年生）
　「ぎょうざの皮の
　　　　グラタン」

【優良賞】　
○高久楓

ふ う か

香さん（那須拓陽高校3年生）
　「ミルク白玉入りホエーゼリー」
○村田あぐりさん（那須拓陽高校3年生）　
　「スィートポテトスープホットパイ」

住民基本台帳カードと電子証明書の

　マイナンバー制度導入による個人番号カー
ドの発行に伴い、12 月 22 日で住民基本台帳
カードの発行と更新を終了します。
　また、併せて住民基本台帳カードに搭載さ
れる電子証明書の発行と更新も終了します。
※お持ちの住民基本台帳カードと電子証明書
　は、引き続き有効期限まで利用できます。
※新たに発行や更新を希望する人は、12 月 22
　日までに手続きをしてください。

手続き終了日  12月22日㈫

発行・更新を終了します

市の窓口で交付、初回の交付手数料は無料！
　来年１月から、個人番号カードの交付が開始されます。
個人番号カードには、電子証明書が標準搭載されます。
　個人番号カードの交付申請は、通知カードに同封され
ている案内を確認してください。

○個人番号カードの交付を受けた場合は、お持ちの住民
　基本台帳カードを返納してもらいます
○個人番号カードの交付申請が集中した場合、作成に時
　間を要し、来年１月からの交付が遅れる可能性があり
　ます
○個人番号カードの電子証明書を利用して確定申告をす
　る人は、確定申告期間までに交付が間に合わない恐れ
　がありますので、注意してください

１月から個人番号カードの交付がスタート

3

1 2

ポイントと商品券
○ 10 ポイントにつき 1,000 円相当の商品券に交換で
　きます。
○スタンプ 1 個につき 1 ポイント。１日当たり 1 ポイ
　ント、年間 50 ポイントが上限です。
○ポイントを商品券と交換できるのは、ボランティア
　活動を行った翌年の 1 月から３月末までです。

注意事項

【材料（4人前）】　・牛乳 700ml　・タマネギ 18g
・マカロニ 8g    　　　　   ・薄力粉 40g 　・バター 40g
・粉チーズ 1g         ・パセリ 1g　                               ・ブロッコリー 18g
・とろけるチーズ 4枚　・ぎょうざの皮 12枚
・塩・こしょう 少々

【作り方】
①ブロッコリーをゆでる
②マカロニを塩ゆでする。
　その間にブロッコリーを花と茎に分けて切る（茎は薄く切る）
③タマネギを繊維に沿って薄く切る
④フライパンにバターを溶かし、タマネギとブロッコリーを炒める。
　タマネギが透き通ったら薄力粉を加え粉気がなくなるまで炒める
⑤牛乳を加えとろみが出るまで煮込む。マカロニも加える（塩・こしょうで味調整）
⑥アルミカップにバターを塗り餃子の皮をカップに合わせて形をつくる
⑦⑤を型に入れてチーズと粉チーズをのせ、オーブンで 6 ～７分焼く
⑧刻んだパセリをでき上がったグラタンにのせる

食
べ
て
み
て
モ
～

ぎょうざの皮のグラタンを作ってみよう！

　問い合わせ
　○本市民課　　　☎0287（62）7132
　○西市民福祉課　☎0287（37）5102
　○塩総務福祉課　☎0287（32）2988

市
で
は
、「
牛
乳
等
に
よ
る
地
域
活
性
化
推
進
条
例
」
を
制
定
し
、
牛

乳
や
乳
製
品
の
消
費
拡
大
や
普
及
促
進
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
地
元
産
の
牛
乳
を
使
い
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
料
理
を
作
っ

て
食
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
本
農
務
畜
産
課　
☎
０
２
８
７（
62
）７
１
４
９

活動を通して社会参加、健康増進、介護予防にチャレンジ！

那須塩原市
（　高齢福祉課）本
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宅配便を活用した小型家電の回収サービス

パソコン本体を含む場合、回収が無料に！
市では、リネットジャパン株式会社と提携し、宅配便を活用した小型家
電の回収サービスを 5 月から行っています。
11 月 1 日からパソコン本体を含む回収が無料になりました。

無料回収の対象は？
パソコン本体を含む回収 1 回につき 1 箱の宅配回収料金が無料です。
さらに、同じ箱にその他の小型家電を何点詰めても無料で回収します。
※パソコン本体を含まない場合は通常料金の1箱880円（税抜）です。

　パソコン本体が一緒なら
　全ての小型家電が無料でお得！

小型家電回収サービス
▶事業者　リネットジャパン株式会社（小型家電
　リサイクル法 環境省・経済産業省認定）
　住所：愛知県大府市一屋町三丁目 45 番地
▶回収する小型家電　パソコン、携帯電話、デジ
　タルカメラ、ゲーム機など 400 品目以上
▶申込方法　リネットジャパン株式会社のホーム
　ページから申し込み（24時間受け付け）
▶回収方法　指定した日時に宅配業者が自宅まで
　回収に伺います
▶料金　1 箱に何点詰めても 880 円（税抜）
▶箱の大きさ　3 辺の合計が 140㎝以内で、重さ
　が 20㎏以内。詳しくは、市ホームページかリ
　ネットジャパン株式会社のホームページを確認
　してください

回収サービス以外の処理方法（無料）
【個人情報を含むもの】
　市役所本庁・支所・出張所の回収ボックス
　（投入口に入るものに限る）へ個人情報を消
　去した上で投入してください
【個人情報を含まないもの】
　透明な袋に入れて利用しているごみステー
　ションへ出してください（4 週間に 1 回あ
　る小型家電の収集日に限る）
【パソコン】
　個人情報を消去したパソコンは、那須塩原
　クリーンセンターへ直接持ち込んだ場合に
　限り無料で預かります

リネットジャパン 検索 ↑ 　　問い合わせ　
本環境対策課　☎0287（62）7301　

　　　災害情報などがタイムリーに届く！

　　みるメールに登録しましょう
　9 月に栃木県や茨城県などに甚大
な被害をもたらした台風第 18 号によ
る大雨は、「災害の脅威や災害に対す
る備えの大切さ」をあらためて教え
てくれました。
　市では、防犯・災害情報などの緊
急情報や生活情報などを、タイムリー
に市民に届けるためにメール配信
サービス「みるメール」を行ってい
ます。この機会にぜひ登録してくだ
さい。

問い合わせ　　　　　　　
　本シティプロモーション課

　☎0287（62）7529

【配信する災害情報】
○大雨や洪水などの気象　
　警報、注意報
○土砂災害警戒情報
○災害による被害発生情報
○避難勧告、避難指示
○避難所開設情報
○国道400号交通規制情報
○停電情報　など

【登録方法】
①携帯電話から「t-nasushiobara@　
　sg-m.jp」あてに空
　メールを送信する
　か、次のＱＲコー
　ドを読み取る
②空メール送信後、
　登録案内メールを受信するので、
　登録ページにアクセスする
③登録ページの利用規約に同意して、
　利用者登録をする

今すぐ
登録するモ～

※登録は無料ですが、パケット通信料は自己負担です。

災害に対する備えの1つ「みるメール」
 今月のテーマ

　

契
約
し
た
覚
え
が
な
い
の
に
、

費
用
を
請
求
す
る
は
が
き
や
メ
ー

ル
が
届
い
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

架
空
請
求
に
関
す
る
相
談
が
い
ま

だ
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
全
国
紛
争
処
理
支
援
セ
ン
タ
ー
」

　

か
ら
、「
以
前
あ
な
た
が
契
約

　

し
た
訪
問
販
売
会
社
が
、
不
足

　

料
金
や
契
約
違
反
の
こ
と
で
裁

　

判
所
に
訴
状
を
提
出
し
た
。
放

　

置
す
る
と
給
料
な
ど
を
差
し
押

　

さ
え
ら
れ
る
。
当
方
が
仲
裁
す

　

る
の
で
連
絡
す
る
よ
う
に
」
と
い

　

う
は
が
き
が
突
然
届
い
た
。
訪

　

問
販
売
で
商
品
を
購
入
し
た
こ

　

と
は
あ
る
が
未
払
い
な
ど
は
な

　

い
。

　

知
ら
な
い
事
業
者
か
ら
「
有
料

　

サ
イ
ト
利
用
料
金
が
未
払
い
と

　

な
っ
て
い
る
。
今
日
中
に
連
絡

　

が
無
け
れ
ば
法
的
手
続
き
を
と

　

る
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
届
い
た

　

が
身
に
覚
え
が
な
い
。

○
事
業
者
に
連
絡
し
な
い

　

す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
以
上
の

　

個
人
情
報
を
与
え
て
し
ま
う
と
、

　

今
度
は
別
の
手
段
で
請
求
し
て

　

く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

○
利
用
し
て
い
な
け
れ
ば
絶
対
に

　
払
わ
な
い

　

請
求
書
な
ど
に
は
不
安
を
あ
お

　

る
よ
う
な
脅
し
文
句
が
書
い
て

　

あ
り
ま
す
が
、
無
視
し
ま
し
ょ

　

う
。
一
度
で
も
支
払
う
と
標
的

　

に
さ
れ
、
次
々
に
請
求
さ
れ
ま

　

す
。

　

最
近
の
架
空
請
求
は
、
直
接
現

金
の
受
け
渡
し
や
口
座
を
使
用
せ

ず
に
、
指
定
し
た
番
号
に
電
話
を

か
け
さ
せ
、
コ
ン
ビ
ニ
で
プ
リ
ペ

イ
ド
型
の
電
子
マ
ネ
ー
を
買
わ
せ

て
、
そ
の
番
号
を
連
絡
さ
せ
る
手

口
が
増
え
て
い
ま
す
。
疑
問
や
不

安
を
感
じ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

利用した覚えのない
　　　　　請求に注意！

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
内
）

☎
０
２
８
７（
63
）７
９
０
０

開
設
時
間　

平
日
午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時

ア
ド
バ
イ
ス

＜問い合わせ＞
　　秘書課　☎ 0287（62）7324

　

私
の
一
番
好
き
な
季
節
に
や
っ
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
私
は
秋
生
ま
れ
で
す
が
、
子
ど
も
の
頃
は
あ
ま

り
秋
が
好
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。な
ぜ
な
ら
、

フ
ラ
ン
ス
で
は
学
校
の
新
学
年
度
は
９
月
に
始
ま
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
秋
は
学
校
が
始
ま
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
の
で
す
が
、
学
校
が
始
ま
る
日
は
よ

く
私
の
誕
生
日
と
重
な
っ
た
か
ら
で
す
！
で
も
、
日

本
に
来
て
か
ら
、
秋
の
楽
し
い
と
こ
ろ
も
分
か
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
秋
の
気
分
は
オ
レ
ン
ジ
色
で
す
。
紅
葉
を
は

じ
め
、
日
本
の
秋
を
代
表
す
る
食
べ
物
の
柿
と
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
で
お
な
じ
み
の
カ
ボ
チ
ャ
も
オ
レ
ン
ジ
色
で

す
。
両
方
と
も
日
本
で
初
め
て
食
べ
ま
し
た
。
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
も
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

　

私
に
と
っ
て
オ
レ
ン
ジ
色
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
シ

ン
ボ
ル
の
色
で
す
。
ま
た
、「
ワ
イ
ン
醸
造
や
酪
農

業
な
ど
の
共
通
点
を
持
つ
那
須
塩
原
市
と
フ
ラ
ン

ス
の
交
流
を
、
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ
て
深
め
た
い
」
と

い
う
私
の
思
い
を
表
す
色
で
も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
、
両
親
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
会
い
に
来
て
く

れ
ま
し
た
。
一
緒
に
那
須
塩
原
の
紅
葉
の
美
し
さ

を
楽
し
み
な
が
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
い
っ
ぱ
い
も

ら
っ
て
、
ビ
タ
ミ
ン
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
た
オ
レ

ン
ジ
の
よ
う
に
仕
事
を
も
っ
と
“
秋
”
ら
め
な
い
で
、

楽
し
く
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！オレンジ色の

　　ハッピーな
　　　　”法被”です。

 （※1）国際交流員 (CIR) とは…
　 JETプログラム（※２）により招致される外国人青年の職種の１つ
　 で、地域における国際化の推進に取り組みます。
 （※2）JETプログラムとは…
　 国や（財）自治体国際化協会の協力の下、地方公共団体が実施する
   「言語指導等を行う外国青年招致事業」のこと。

【プロフィール】
本市の国際交流員（CIR）。フランス出身。パリ
第 3 大学、フランス国立東洋言語文化大学在
学中は、日本語、英語と国際関係を専攻。卒
業後は、アメリカの大学で教師として勤務。
日本と故郷との交流に関わりたいと思い、平
成 24 年 7 月から本市に勤務。趣味は料理、映
画鑑賞、旅行、合気道、ソフトバレーボール。

アリス パッキエさん（左）とご両親

　
国
際
交
流
員（
※
１
）と
し
て
忙
し
い
日
々
を
送
る
ア
リ
ス
さ
ん
が
、
故
郷
と
の
生
活
の
違
い

に
つ
い
て
、
日
頃
、
ふ
と
感
じ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

※B
ボンジュール

onjour フランス語で「こんにちは」の意味

Bonjour！
　 アリスです

Vol.4

事
例
①

事
例
②



　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎
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くらしの情報

1617

※市内は、市外局番 0287を省略した表記にしています。
塩

＜問い合わせ＞
　シティプロモーション課

☎ 0287（62）7109

ま
ち
か
ど
通信

　

早
速
で
す
が
皆
さ
ん
に
質
問
で

す
。
天
皇
陛
下
や
皇
族
の
方
々
が

那
須
御
用
邸
に
来
る
際
の
降
車
駅

は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
質
問
に
、
多
く
の
人
は
那

須
塩
原
駅
と
答
え
る
と
思
い
ま

す
。
で
は
、
そ
の
昔
、
新
幹
線
が

無
い
時
代
は
と
言
う
と
…
？
き
っ

と
、
年
配
の
皆
さ
ん
は
黒
磯
駅
と

答
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
は
そ
の
黒
磯
駅
に
あ
る
皇

室
の
方
々
が
利
用
す
る
部
屋
、
貴

賓
室
を
案
内
し
ま
す
。

皇
室
の
方
々
が

　
　
利
用
す
る
駅
は
ど
こ
？

こ
ぼ
れ
話

　

黒
磯
駅
の
貴
賓
室
は
、
皇
室
専

用
の
待
合
室
で
す
。
１
９
２
６
年

（
大
正
15
年
）
の
那
須
御
用
邸
建

設
に
併
せ
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
後
、
皇
室
の
方
々
は
「
お
召

し
列
車
」
で
黒
磯
駅
に
来
て
、
貴

賓
室
を
通
っ
て
那
須
御
用
邸
に
向

か
い
ま
し
た
。特
に
昭
和
天
皇
は
、

新
幹
線
開
業
後
も
黒
磯
駅
を
利
用

し
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
小
学
生
の
頃
も
、
昭
和
天

皇
が
那
須
御
用
邸
へ
静
養
に
来
ま

し
た
。
そ
の
際
、
地
元
有
志
と
小

学
生
全
員
で
駅
前
の
沿
道
に
並

び
、
日
の
丸
の
小
旗
を
振
っ
て
お

迎
え
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

黒
磯
駅
に
着
き
、
佐
藤
駅
長
の

案
内
で
い
ざ
貴
賓
室
へ
。
と
、
こ

こ
で
疑
問
が
１
つ
。
な
ぜ
か
大
小

２
つ
、木
製
の
扉
が
あ
る
の
で
す
。

中
に
入
る
と
、
部
屋
も
２
つ
。
こ

れ
は
、
皇
室
の
方
々
と
随
行
員
た

ち
と
で
部
屋
が
分
か
れ
て
い
る
た

め
な
ん
だ
そ
う
で
す
。
入
る
部
屋

が
違
う
の
で
、
出
入
口
も
ホ
ー
ム

側
と
駅
西
口
側
に
２
カ
所
ず
つ
あ

り
ま
す
。
黒
磯
駅
を
訪
れ
た
際
は

確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

皇
室
専
用
の
部
屋
で
目
に
飛
び

込
ん
で
く
る
の
は
、
１
対
の
玉
座

天皇陛下らが使用する玉座。
背もたれと肘掛けの見事な
刺繍が特徴的です

◆
ま
ち
か
ど
通
信
員 

高
根
沢
満
◆

あなたの知らない世界　Stage2

で
す
。
こ
れ
は
、
昭
和
50
年
の
旧

駅
舎
の
頃
も
す
で
に
あ
っ
た
そ
う

で
す
が
、
現
在
も
美
し
い
状
態
で

保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
も
う
１
つ
の
部
屋
は
、

長
机
や
た
く
さ
ん
の
い
す
が
並
ん

で
い
て
大
勢
の
人
が
入
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
品

の
良
い
調
度
品
で
揃
え
ら
れ
、
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
の
部
屋
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

２
つ
の
部
屋
は
、
ど
ち
ら
も
隅

か
ら
隅
ま
で
抜
か
り
な
く
作
ら
れ

て
い
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
貴
賓
室
は
一
般
公
開

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
際
に
公
開
す
る
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。
自
分
の
目
で
こ

の
き
ら
び
や
か
な

部
屋
を
見
た
い
人

は
、
黒
磯
駅
周
辺

の
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

お
く
と
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

～黒磯駅貴賓室～

取
材
を
終
え
て

随行員たちが利用して
いた部屋

い
ざ
、
室
内
へ
！

　

ち
な
み
に
、
最
後
に
こ
の

貴
賓
室
が
使
わ
れ
た
の
は

２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）。

そ
の
当
時
、
紀の

り
の
み
や宮さ
ま
が
結

婚
前
の
思
い
出
に
、
祖
父
の

昭
和
天
皇
と
同
じ
道
中
を
体

那
須
御
用
邸
へ
の
玄
関
口

験
し
た
い
と
、
両
親
の
両
陛
下
と

共
に
那
須
御
用
邸
へ
向
か
っ
た
際

に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
皇
室
の
方
々
も
新
幹

線
を
利
用
す
る
た
め
、
黒
磯
駅
の

貴
賓
室
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
若
い
世
代

の
人
た
ち
も
、皇
室
の
方
々
が「
お

召
し
列
車
」
で
黒
磯
駅
を
利
用
し

た
こ
と
を
知
ら
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
ひ
と
つ
昭
和
が
遠
く
な

り
寂
し
く
感
じ
る
の
は
、
昭
和
世

代
の
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

←
ド
ア
と
壁
紙
の
境
目
に
も
装
飾

  

お
知
ら
せ

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に

は
保
険
料
控
除
証
明
書
が

必
要
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
め
た

保
険
料
の
全
額
が
所
得
税
・
市
県

民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
年
末
調
整

や
確
定
申
告
の
際
に
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、

毎
年
1
月
1
日
～
12
月
31
日
に
納

め
た
（
見
込
み
を
含
む
）
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
の
添
付
が
必
要
で

す
。

　

ま
た
、
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
め
た
場
合
も
、
家
族
分
の

証
明
書
を
添
付
す
れ
ば
社
会
保
険

料
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
証
明
書
の
送
付
時
期

　

11
月
上
旬

※
日
本
年
金
機
構
か
ら
は
が
き
で

　

送
付
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
の
と

　

き
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

　

さ
い
。

※
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加

　

入
し
た
場
合
な
ど
で
、
平
成
27

　

年
10
月
1
日
～
12
月
31
日
ま
で

　

の
間
に
初
め
て
国
民
年
金
保
険

　

料
を
納
め
た
人
の
送
付
時
期

　

は
、平
成
28
年
2
月
上
旬
で
す
。

▼
そ
の
他　
「
社
会
保
険
料
（
国

　

民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

　

を
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
と
き

　

は
、
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る

　

年
金
手
帳
な
ど
を
用
意
の
上
、

　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
へ

　

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
日
本
年
金
機
構

　
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

※
来
年
3
月
16
日
ま
で
の
月
～
金

　

曜
午
前
９
時
～
午
後
７
時
と
第

　

２
土
曜
午
前
９
時
～
午
後
5

　

時
。（
第
２
土
曜
を
除
く
土
・

　

日
曜
、
祝
日
と
12
月
29
日
～
1

　

月
3
日
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。）

人
権
擁
護
委
員
を

　
　
　
　
　
紹
介
し
ま
す

　

10
月
１
日
付
け
で
、
大
貫
憲
子

氏
が
、
人
権
擁
護
委
員
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

社
会
保
険
料
控
除
用
納
付

額
確
認
書
を
発
行
し
ま
す

　

毎
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
に

納
め
た
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
は
、
全
額
が
所
得
税
・
市
県
民

税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

　

領
収
書
や
預
金
通
帳
な
ど
で
納

付
額
を
確
認
で
き
な
い
場
合
や
納

付
額
が
不
明
な
ど
の
場
合
に
は
、

納
付
額
確
認
書
を
無
料
で
発
行
し

ま
す
。

※
発
行
の
際
は
本
人
確
認
が
必
要

　

で
す
。
身
分
証
明
書
な
ど
を
提

　

示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
本
人
と
別
世
帯
の
人
が
申
請
す

　

る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で

　

す
。

▼
確
認
書
に
記
載
さ
れ
る
金
額

　

確
認
書
に
記
載
さ
れ
る
金
額

　

は
、
次
の
方
法
で
納
め
た
保
険

　

税（
料
）に
限
り
ま
す

・
納
付
書

・
口
座
振
替

・
遺
族
年
金
な
ど
の
非
課
税
年
金

　

か
ら
の
天
引
き

※
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
、
課
税
対

　

象
と
な
る
年
金
か
ら
天
引
き
で

　

保
険
税（
料
）を
納
め
て
い
る
人

　

は
、
日
本
年
金
機
構
な
ど
の
年

　

金
保
険
者
か
ら
1
月
に
送
付

　

さ
れ
る
「
公
的
年
金
等
の
源
泉

　

徴
収
票
」
で
納
付
額
を
確
認
し

　

て
く
だ
さ
い
。

▼
郵
送
で
も
取
得
で
き
ま
す

　

郵
送
申
請
の
手
続
き
が
必
要
に

　

な
る
の
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

　

さ
い
。
な
お
、
口
座
振
替
や
非

　

課
税
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
保

　

険
税（
料
）を
納
め
た
人
で
特
に

　

確
認
書
が
必
要
な
場
合
は
、
市

　

が
郵
送
料
を
負
担
し
て
送
付
す

　

る
の
で
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
課
税
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
２
０

○
西
総
務
税
務
課

　
　
　
　
　
☎
（
37
）
５
１
０
１

○
塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
（
32
）
２
９
１
０

広　
告

国民年金基金は、国民年金に加入している人のための公的な年金制度です！！
・資料請求やお問い合わせは、フリーダイヤルやインターネット
　またはリーフレットに添付されてるハガキをご利用ください。
・リーフレットは、市役所や商工会などにも置かせていただいて
　ます。

栃　木　県　国　民　年　金　基　金
宇都宮市昭和1-7-10　東昭ビル4階

0120－65－4192フリーダイヤル
www.npfa.or.jp

掛金が全額社会保険料
控除で、税金がおトクです！

掛
金 掛

金

　

現
在
、
市
で
は
13
人
の
人
権
擁

護
委
員
が
、
相
談
業
務
の
ほ
か
、

各
学
校
や
街
頭
で
の
啓
発
活
動
、

人
権
作
文
の
審
査
な
ど
、
人
権
擁

護
の
た
め
の
幅
広
い
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

人
権
相
談
の
開
設
日
時
、
場
所

は
、
広
報
な
す
し
お
ば
ら
毎
月
20

日
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
３
５ 大貫憲子氏



平成27年11月5日号 平成27年11月5日号

くらしの情報※市内は、市外局番 0287を省略した表記にしています。

1819

　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

　【参考】厚生労働省が定めた一般食品の放射性セシウムの基準値は100Bq/㎏です。

検体名 検査
件数

最小値
（Bq/kg）

最大値
（Bq/kg）

検査結果（件数）
不検出 50Bq 未満 50 ～ 100Bq 100Bq 超

イチジク 1 不検出 不検出 1
カキ 1 不検出 不検出 1

カボチャ 2 不検出 198.6 1 1
キノコ（複合品） 2 120.6 519.5 2

クリ 7 不検出 69.7 1 5 1
玄米 1 不検出 不検出 1

コウタケ 2 105.7 111.0 2
ジャガイモ 1 不検出 不検出 1

ブドウ 1 不検出 不検出 1
ブルーベリー 3 不検出 8.5 2 1

マイタケ 1 39.7 39.7 1
ミョウガ 3 不検出 不検出 3
リンゴ 1 不検出 不検出 1
合計 26 13 7 1 5

※ 100Bq/kg を超えたものは、購入品ではありませんでした。

【検査結果の注意点】
１．検査結果は、1㎏当たりのセシウム134とセシウム137の合算値で集計しています。ただし、セシウム134
　　とセシウム137のうち、片方のみが検出されている場合もあります。
２．「不検出」とは、検出限界未満のことであり、検出限界はセシウム134とセシウム137の合計で25Bq/㎏以下
　　を目安にしています。
３．検査に使用した簡易測定器は、日立アロカメディカル㈱食品放射能測定システム「CAN-OSP-NAI」です。
４．市外で採取した検体も含まれます。

　9月に実施した26件の検査結果を公表します。この検査は、市民の不安解消を目的に、市が独自に実施してい
る簡易検査です。検査結果については参考としてください。なお、検体名は依頼者の申告によるものです。

▶問い合わせ　本生活課　☎（62）7126

食品の放射性物質簡易検査結果（平成27年9月分） 臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

　

市
で
は
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
場
合
は

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
申
請
期
限　
12
月
1
日
㈫

▼
対
象

　
平
成
27
年
1
月
1
日
時
点
で
本

　

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

　

れ
、
平
成
27
年
度
分
の
市
民
税

　
（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
な
い
人

※
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

　

る
人
の
扶
養
親
族
と
生
活
保
護

　

受
給
者
な
ど
を
除
く
。

▼
振
り
込
め
詐
欺
や
個
人
情
報
の

　
詐
取
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

・
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
に
手

　

数
料
な
ど
が
生
じ
る
こ
と
は
あ

　

り
ま
せ
ん

・
国
や
県
、
市
職
員
な
ど
が
、
Ａ

　

Ｔ
Ｍ
（
銀
行
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

　

ス
ス
ト
ア
な
ど
の
現
金
自
動
支

　

払
機
）
の
操
作
を
お
願
い
す
る

　

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

▼
問
い
合
わ
せ

○
申
請
に
関
す
る
こ
と

　
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
推
進
室

　
（
本
社
会
福
祉
課
内
）

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
７
０

○
制
度
に
関
す
る
こ
と

　
厚
生
労
働
省「
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
☎
０
５
７
０（
０
３
７
）１
９
２

台
風
18
号
の
影
響
で

被
害
を
受
け
た
皆
さ
ん
へ

　

今
般
の
災
害
で
、国
税
の
申
告
、

申
請
、
請
求
、
納
税
な
ど
を
期
限

ま
で
に
で
き
な
い
と
き
は
、
所
轄

税
務
署
長
に
対
し
申
告
・
納
税
な

ど
の
期
限
の
延
長
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
関
東
信
越
国
税
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、

最
寄
り
の
税
務
署
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
大
田
原
税
務
署

　
☎
０
２
８
７
（
22
）
３
１
１
５

平
成
27
年
分
所
得
税

　
青
色
申
告
決
算
説
明
会

　

大
田
原
税
務
署
で
は
、
営
業
所

得
者
や
農
業
所
得
者
を
対
象
と
し

た
所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

とき 対象者 ところ 対象地区
 12月8日㈫
 午前9時30分～
 11時30分

 営業
 所得者

 大田原市総合文化会館 
 （大田原市本町 1‐3‐3）  大田原市

 12月8日㈫
 午後1時30分～
 3時30分

 農業
 所得者

 大田原市総合文化会館 
 （大田原市本町 1‐3‐3）

 大田原市
 那須塩原市
 那須町

 12月11日㈮
 午前9時30分～
 11時30分

 営業
 所得者  厚崎公民館  那須塩原市

 那須町

・
対
象
地
区
以
外
の
会
場
で
も
参

　

加
で
き
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ

○
大
田
原
税
務
署

　
☎
０
２
８
７
（
22
）
３
１
１
５

※
自
動
音
声
案
内
の
「
２
」
を
選

　

ん
で
く
だ
さ
い
。

空
き
家
の
適
正
管
理
を

　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

〈
所
有
者
な
ど
の
責
任
〉

　
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
が
５
月
26
日
に

全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
「
空
家
等
の
所

有
者
又
は
管
理
者
は
、
周
辺
の
生

活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

よ
う
、
空
家
等
の
適
切
な
管
理
に

努
め
る
も
の
と
す
る
」
と
規
定
さ

れ
、
所
有
者
な
ど
が
責
任
を
持
っ

て
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
明
確

化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
空
き

国
勢
調
査
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
答
率
は
38
・
5
％

　

10
月
１
日
を
基
準
日
に
国
勢
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果

を
基
に
、
国
や
市
の
政
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
が
導
入
さ
れ
、
本
市

の
回
答
数
は
１
万
７
１
５
０
世

帯
、
回
答
率
は
38
・
５
％
と
全
国

平
均
よ
り
若
干
高
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
推
計
値
）

〇
本
市　
　

38
・
５
％

〇
栃
木
県　

36
・
９
％

〇
全
国　
　

36
・
９
％

〈
回
答
が
済
ん
で
い
な
い
世
帯
へ
〉

　

国
勢
調
査
は
全
世
帯
が
対
象
で

す
。
調
査
票
の
提
出
が
済
ん
で
い

な
い
場
合
は
速
や
か
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
市
国
勢
調
査
実
施
本
部

　
　
　
　
　
☎
（
37
）
２
０
５
６

家
な
ど
を
所
有
・
管
理
し
て
い
る

皆
さ
ん
は
適
正
な
管
理
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

〈
空
き
家
で
困
っ
て
い
る
人
は
〉

　

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空

き
家
は
、
市
が
所
有
者
な
ど
を
調

査
し
、
連
絡
を
し
て
い
ま
す
。
適

正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家

に
関
す
る
こ
と
で
困
っ
て
い
る
人

は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
都
市
整
備
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
６
２

○
西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
（
37
）
５
１
０
４

○
塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
（
32
）
２
９
３
９

雨
水
浸
透
池
の

　
状
況
調
査
を
行
い
ま
す

　

開
発
さ
れ
た
分
譲
地
に
は
、
雨

水
を
処
理
す
る
た
め
に
雨
水
浸
透

池
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
施
設
に
よ
っ
て
は
設

置
か
ら
相
当
の
年
数
が
た
ち
雨
水

を
処
理
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
市
が
所
有
す

る
池
の
状
況
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
員
が
現
地
へ
赴
き
、
調
査

や
写
真
撮
影
な
ど
を
行
う
の
で
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
対
象
と

「
平
和
の
礎い
し
じ」刻

銘
の
追
加・

修
正
を
受
け
付
け
ま
す

　

沖
縄
県
平
和
・
男
女
共
同
参
画

課
で
は
「
平
和
の
礎
」
の
追
加
刻

銘
と
刻
銘
の
修
正
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
「
平
和
の
礎
」
と
は
、
国
籍
や

軍
人
・
非
軍
人
を
問
わ
ず
沖
縄
戦

で
亡
く
な
っ
た
全
て
の
人
に
追
悼

の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
平
和

を
享
受
す
る
幸
せ
と
尊
さ
を
再
確

認
し
、
恒
久
の
平
和
を
祈
念
す
る

た
め
に
沖
縄
県
糸
満
市
に
建
設
さ

れ
た
記
念
碑
で
す
。「
平
和
の
礎
」

に
は
沖
縄
戦
で
亡
く
な
っ
た
一
人

ひ
と
り
の
名
前
が
刻
ま
れ
ま
す
。

　

対
象
、
必
要
書
類
な
ど
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
３
５

宝
く
じ
の
助
成
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
が
活
性
化

　
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
、
中
央

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
多
く
の

備
品
を
購
入
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
一
層

な
る
雨
水
浸
透
池
な
ど
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
雨
水
浸
透
池
の
日
常
管

理
（
除
草
作
業
な
ど
）
は
、
開
発

事
業
者
や
分
譲
地
内
に
住
ん
で
い

る
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
る
の

で
、
引
き
続
き
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
本
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
０
４
８

の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
宝
く
じ
の
収
益
金

は
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で

有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
購
入
品　
テ
ン
ト
、
和
机
、
テ

　

レ
ビ
、
印
刷
機
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

○
西
那
須
野
公
民
館

　
　
　
　
　
☎
（
36
）
１
１
４
３

宝くじの
収益金で
そろえました

11月の納税 11月30日㈪が納期限です

〈市税〉●国民健康保険税　　　　　第5期
　　　●後期高齢者医療保険料　　第5期
　　　●介護保険料　　　　　　　第4期

〈県税〉◆個人事業税　　　　　　　第2期
　　　　　大田原県税事務所課税課  ☎0287（23）4172
　　　　　（大田原市中央1‐9‐9那須庁舎内）　　　

～納税は便利な口座振替で～
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11
月
11
日
～
17
日
は

　
　
　
税
を
考
え
る
週
間

～
税
の
役
割
と
税
務
署
の
仕
事
～

　

国
税
庁
で
は
毎
年
11
月
11
日
～

17
日
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」
と

定
め
、
各
種
の
広
報
・
広
聴
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
田
原
税
務

署
で
も
、
こ
の
期
間
に
次
の
よ
う

な
行
事
を
行
う
の
で
、
ぜ
ひ
来
て

く
だ
さ
い
。

〈
作
文
の
パ
ネ
ル
展
示
〉

▼
と
き　
11
月
11
日
㈬
～
17
日
㈫

▼
と
こ
ろ　
大
田
原
税
務
署
・
大

　

田
原
県
税
事
務
所
・
那
須
塩
原

　

市
役
所
・
大
田
原
市
役
所
・
那

　

須
町
役
場
・
金
融
機
関
ほ
か

▼
内
容　
中
・
高
校
生
の
税
に
つ

　

い
て
の
作
文
の
優
秀
作
品
展
示

〈
税
務
署
長
講
演
会
・
表
彰
式
〉

▼
と
き
・
内
容

　

11
月
13
日
㈮

・
講
演
会

　

午
後
1
時
15
分
～
2
時
15
分

　

テ
ー
マ
「
未
来
の
商
い
と
税
」

・
納
税
表
彰
式
、
税
に
関
す
る
作

　

文
表
彰
式

　
午
後
3
時
～
4
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
ト
コ
ト
コ
大
田
原　

　
（
大
田
原
市
中
央
１
‐
２
‐
14
）

▼
問
い
合
わ
せ

○
大
田
原
税
務
署
総
務
課

　
☎
０
２
８
７
（
22
）
３
１
１
５

シ
ス
テ
ム
更
新
に
伴
い

図
書
館
を
一
斉
休
館
し
ま
す

　

図
書
館
シ
ス
テ
ム
更
新
作
業
の

た
め
、
西
那
須
野
・
黒
磯
・
塩
原

図
書
館
と
各
分
室
、
サ
ー
ビ
ス
ポ

イ
ン
ト
を
一
斉
休
館
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
作
品
に

　
投
票
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

市
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に

市
内
図
書
館
で
実
施
し
て
い
る

「
こ
の
本
よ
ん
で
み
て
！
コ
ン
テ

ス
ト
２
０
１
５
」
の
応
募
作
品
の

う
ち
、「
本
の
紹
介
カ
ー
ド
」
を

展
示
し
て
、
投
票
に
よ
る
審
査
を

行
い
ま
す
。

　

誰
で
も
投
票
で
き
る
の
で
、
ア

イ
デ
ア
と
個
性
豊
か
な
作
品
の
中

か
ら
、
あ
な
た
の
好
き
な
作
品
を

選
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

①
11
月
7
日
㈯
・
8
日
㈰

　

な
し
お
博
会
場
（
宇
都
宮
共
和

　

大
学
那
須
キ
ャ
ン
パ
ス
）

②
11
月
13
日
㈮
～
22
日
㈰

　

西
那
須
野
図
書
館
・
塩
原
図
書

　

館
③
11
月
17
日
㈫
～
22
日
㈰

　

黒
磯
図
書
館

▼
問
い
合
わ
せ

○
西
那
須
野
図
書
館

　
　
　
　
　
☎
（
36
）
６
０
０
１

　

期
間
中
は
、
シ
ス
テ
ム
が
停
止

す
る
の
で
、
資
料
や
利
用
状
況
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
の
受
け
付
け

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
予
約
・

貸
出
状
況
の
確
認
な
ど
も
で
き
ま

せ
ん
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　
12
月
1
日
㈫
～
15
日
㈫

▼
期
間
中
の
本
の
返
却
は

　
各
図
書
館
正
面
入
口
脇
の
返
却

　

ポ
ス
ト
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　
（
本
、
雑
誌
、
紙
芝
居
な
ど
図

　

書
資
料
の
み
）

※
C
D
・
D
V
D
な
ど
の
視
聴
覚

　

資
料
と
市
外
の
図
書
館
か
ら
借

　

り
受
け
た
資
料
は
、
破
損
す
る

　

お
そ
れ
が
あ
る
の
で
ポ
ス
ト
に

　

入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
西
那
須
野
図
書
館

　
　
　
　
　
☎
（
36
）
６
０
０
１

○
黒
磯
図
書
館　

　
　
　
　
　
☎
（
63
）
９
０
３
１

○
塩
原
図
書
館

　
　
　
　
　
☎
（
48
）
７
５
２
１

旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど
の

　
　
　
　
消
防
防
災
訓
練

　

当
日
は
、
消
防
防
災
訓
練
の
た

め
塩
原
地
区
の
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

し
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
な

が
ら
消
防
自
動
車
が
出
動
す
る
の

で
、
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
11
月
18
日
㈬
午
後
１
時

　

～
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
も
み
ぢ

▼
交
通
規
制　
市
道
若
葉
通
り
線

　

塩
原
交
番
前
交
差
点
か
ら
中
塩

　

原
八
幡
下
交
差
点
ま
で国道400号（青葉通り）

コン
ビニ

交番

【交通規制位置図】

通行止め区間

箒川至 

上
三
依

迂回路※

至 

関
谷

至 

関
谷

至 

上
三
依

若葉通り

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
電
話
相

談
　

11
月
16
日
～
22
日
は
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
で
す
。
こ
の
期
間
、
宇

都
宮
地
方
法
務
局
と
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
は
、
配
偶
者
・
パ
ー

ト
ナ
ー
な
ど
か
ら
の
暴
力
や
職
場

で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
女
性
の
人
権
問
題
を
め
ぐ

る
相
談
を
電
話
で
受
け
付
け
ま

す
。

　

女
性
の
人
権
問
題
に
詳
し
い
人

権
擁
護
委
員
が
担
当
す
る
の
で
、

安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
（
土
・
日
曜
は
午
前
10
時
～
午

　

後
５
時
）

※
強
化
週
間
以
外
で
も
土
・
日
曜
、

　

祝
日
、
12
月
29
日
～
1
月
3
日

　

を
除
く
午
前
8
時
30
分
～
午
後

　

5
時
15
分
に
相
談
を
受
け
付
け

　

て
い
ま
す
。

▼
相
談
先
・
問
い
合
わ
せ

○
宇
都
宮
地
方
法
務
局

　
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　
☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

11
月
12
日
～
25
日
は
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
期
間
で
す

　

D
V
と
は
、ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
の
略
で
、配
偶
者
・

パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
、
男
女
間
の
親

密
な
関
係
に
あ
る
人
か
ら
の
暴
力

の
こ
と
で
す
。
D
V
に
は
、
身
体

に
対
す
る
暴
力
の
ほ
か
、
精
神
的

な
嫌
が
ら
せ
や
脅
迫
、
生
活
費
を

渡
さ
な
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

が
あ
り
、
そ
の
被
害
者
の
多
く
は

女
性
で
す
。

　

D
V
は
、
犯
罪
と
な
る
行
為
を

も
含
む
、
人
の
心
と
体
を
傷
つ
け

る
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ
り
、
い

か
な
る
場
合
で
も
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の

暴
力
に
あ
っ
て
い
る
人
は
1
人
で

悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
先
・
問
い
合
わ
せ

○
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン

　
タ
ー
相
談
ル
ー
ム

　
☎
０
２
８（
６
６
５
）８
７
２
０

※
月
～
金
曜
午
前
９
時
～
午
後
８

　

時
、
土
・
日
曜
午
前
９
時
～
午

　

後
４
時
。

○
西
子
ど
も
・
子
育
て
総
合
セ
ン

　
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
（
46
）
５
５
３
７

※
月
～
金
曜
午
前
９
時
～
午
後
４

　

時
。

11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」、

11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）

は
「
年
金
の
日
」
で
す

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労

働
省
と
協
力
し
て
毎
年
11
月
を

「
ね
ん
き
ん
月
間
」
と
位
置
づ
け
、

公
的
年
金
制
度
の
普
及
・
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
な
ど

を
活
用
し
て
自
身
の
年
金
記
録
や

年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
老
後

の
生
活
設
計
を
考
え
て
も
ら
う
た

め
に
、11
月
30
日
を
「
年
金
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。

〈
普
及
・
啓
発
活
動
〉

○
年
金
相
談
の
窓
口
と
し
て
「
出

　

張
年
金
相
談
」
の
開
設

○
国
民
年
金
保
険
料
未
納
者
へ
の

　

納
付
勧
奨

○
高
校
・
大
学
や
事
業
所
な
ど
で

　

の
年
金
セ
ミ
ナ
ー
や
年
金
制
度

　

説
明
会
の
開
催

〈
出
張
年
金
相
談
・
国
民
年
金
保

険
料
納
付
相
談
会
〉

▼
と
き

　

11
月
26
日
㈭
午
前
10
時
～
正

　

午
、
午
後
１
時
～
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
塩
原
公
民
館

▼
持
参
す
る
も
の

　

年
金
手
帳
・
運
転
免
許
証
な
ど

　

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

※
本
人
以
外
の
場
合
は
委
任
状
が

　

必
要
で
す
。　

▼
問
い
合
わ
せ

○
大
田
原
年
金
事
務
所

　
☎
０
２
８
７
（
22
）
６
３
１
１

○
本
国
保
年
金
課 

　
　
　
　
　
☎
（
62
）
７
１
２
９

▼
問
い
合
わ
せ

○
那
須
地
区
消
防
組
合
塩
原
分
署

　
　
　
　
　
☎
（
32
）
２
９
４
９

○
塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
（
32
）
２
９
１
１

働
く
人
の

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

　
職
場
で
ス
ト
レ
ス
や
メ
ン
タ
ル

の
不
調
を
抱
え
て
い
る
人
、
そ
の

家
族
や
上
司
・
同
僚
か
ら
の
相
談

に
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
無
料

で
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
日　
毎
月
第
３
水
曜
午
後

　

１
時
30
分
～
４
時
30
分

▼
相
談
場
所

　

大
田
原
労
政
事
務
所

　
（
大
田
原
市
中
央
１
‐
９
‐
９

　

県
庁
那
須
庁
舎
）

▼
相
談
形
態　
事
前
予
約
に
よ
る

　

面
接
・
電
話
相
談

▼
相
談
予
約　
月
～
金
曜
午
前
８

　

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
相
談
希
望
日
の
３
日
前
ま
で
に

　

労
政
事
務
所
に
予
約
し
て
く
だ

　

さ
い
。

▼
そ
の
他

・
相
談
日
は
変
更
に
な
る
こ
と
が

　

あ
る
の
で
、
詳
細
は
問
い
合
わ

　

せ
て
く
だ
さ
い

・
相
談
日
は
広
報
な
す
し
お
ば
ら

　

毎
月
20
日
号
で
お
知
ら
せ
し
て

　

い
ま
す

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ

○
大
田
原
労
政
事
務
所

　
☎
０
２
８
７
（
22
）
４
１
５
８

ホテル
ニュー
もみぢ

◆法人市町村民税
　 平成27年4月1日から全ての地方公共団体で電子申告の受け付けが可能になりました。

◆固定資産税（償却資産）
 　平成27年12月21日から全ての地方公共団体で電子申告の受け付けが可能となる予定です。

eLTAX に関する、詳しい情報は
ホームページを確認してください
ヘルプデスクへの問い合わせ

eLTAX を利用できる時間
（土・日曜、祝日、年末年始を除く。）

一般社団法人　地方税電子化協議会
イメージキャラクター

エルレンジャー

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
な
す
し
お
ば
ら
10
月
20
日

号
13
ペ
ー
ジ
、
防
火
ポ
ス
タ
ー

入
賞
者
の
名
前
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。　
　
　
　
（
敬
称
略
）

○
訂
正
前　
笠
間
千
春

○
訂
正
後　
笠
間
千
晴
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　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

初
め
て
の
人
も
楽
し
め
る

か
ご
ク
ラ
フ
ト
教
室

　

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で
バ
ス
ケ
ッ
ト

と
バ
ッ
グ
を
作
る
、
初
め
て
の
人

で
も
楽
し
め
る
教
室
で
す
。

▼
と
き　
12
月
2
日
・
9
日
・
16

　

日
、
1
月
13
日
・
20
日
・
27
日

　

の
毎
回
水
曜
午
後
1
時
30
分
～

　

3
時
30
分
（
全
6
回
）

▼
と
こ
ろ　
三
島
公
民
館

▼
対
象　
市
民

▼
定
員　
15
人

▼
参
加
費

　
２
５
０
０
円
（
材
料
代
）

▼
講
師　
鈴
木
真
由
美
氏
（
ク
ラ

　

フ
ト
作
家
）

▼
申
込
開
始
日　
11
月
17
日
㈫
～

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
三
島
公
民
館

　
　
　
　
　
☎
（
36
）
８
５
３
１

消
防
設
備
士
試
験

▼
試
験
の
種
類　

○
甲
種
（
特
類
、
第
1
類
～
第
5

　

類
）

○
乙
種
（
第
1
類
～
第
7
類
）

▼
試
験
日　
来
年
2
月
14
日
㈰

▼
試
験
会
場

　

県
立
宇
都
宮
工
業
高
等
学
校　

　
（
宇
都
宮
市
雀
宮
町
52
）　

▼
手
数
料　
甲
種　

５
０
０
０
円

　
　
　
　
　

乙
種　

３
４
０
０
円

▼
申
込
方
法

①
電
子
申
請　
消
防
試
験
研
究
セ

　

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申

　

し
込
み

②
書
面
申
請　
願
書
を
消
防
試
験

　

研
究
セ
ン
タ
ー
栃
木
県
支
部
に

　

郵
送
か
持
参
し
て
申
し
込
み

▼
受
付
期
間

①
11
月
27
日
㈮
～
12
月
8
日
㈫

②
11
月
30
日
㈪
～
12
月
11
日
㈮

※
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
。

　
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）　

※
郵
送
は
消
印
有
効
。

  

研
修
・
教
室
・
講
座

そ
ば
打
ち
教
室

　

新
そ
ば
粉
を
使
っ
た
そ
ば
打
ち

を
、
ベ
テ
ラ
ン
講
師
が
丁
寧
に
指

導
す
る
の
で
、
初
め
て
の
人
も
気

軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

　

12
月
5
日
㈯
午
前
10
時
～

▼
と
こ
ろ

　

板
室
自
然
遊
学
セ
ン
タ
ー

▼
定
員　
16
人

▼
参
加
費　
千
円
（
材
料
費
込
）

▼
講
師　
高
林
麺
道
楽　

▼
募
集
期
間　
11
月
21
日
㈯
午
前

　

10
時
～
11
月
30
日
㈪
午
後
３
時

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
板
室
自
然
遊
学
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
（
69
）
０
２
３
１

  
募
集

栃
木
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
職
員
採
用
試
験

▼
職
種
・
採
用
予
定
人
員

　
一
般
事
務　

1
人

▼
受
験
資
格　
昭
和
61
年
4
月
2

　

日
～
平
成
6
年
4
月
1
日
に
生

　

ま
れ
た
人

▼
と
き

・
第
１
次
試
験　

12
月
13
日
㈰

・
第
２
次
試
験　

1
月
上
旬

※
第
２
次
試
験
の
日
程
は
第
１
次

　

試
験
日
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
内
容

○
第
１
次
試
験

　

教
養
試
験
（
高
等
学
校
卒
業
程

　

度
）・
適
応
性
検
査

○
第
２
次
試
験

　

作
文
試
験
・
口
述
試
験

▼
と
こ
ろ　
栃
木
県
自
治
会
館

▼
試
験
要
綱
・
申
込
書
配
布
場
所

　

栃
木
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

※
申
込
書
は
栃
木
県
市
町
村
総
合

　

事
務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
郵
送
希
望
者
は
、
１
２
０
円
切

　

手
を
貼
り
、
宛
先
を
明
記
し
た

　

角
２
型
の
返
信
用
封
筒
を
同

　

封
し
、「
申
込
書
希
望
」
と
記

　

し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間

　

11
月
16
日
㈪
～
26
日
㈭

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
栃
木
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　
総
務
課

　
〠
３
２
０
‐
０
０
３
２

　
宇
都
宮
市
昭
和
１
‐
２
‐
16

　
　
　
　
　
　
栃
木
県
自
治
会
館

　
☎
０
２
８（
６
２
５
）３
０
１
１

平
成
28
年
度
入
校
生
を

　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す

▼
募
集
科
名
・
定
員
・
期
間

○
木
造
建
築
科
・
10
人
・
３
年

○
建
築
設
計
科
・
10
人
・
２
年

○
広
告
美
術
科
・
10
人
・
２
年

○
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
科
・
20
人
・
２

　

年
▼
対
象　
各
学
科
に
関
連
す
る
事

　

業
所
に
就
職
し
て
い
て
、
雇
用

　

保
険
か
建
設
業
の
一
人
親
方
な

　

ど
の
労
災
保
険
に
加
入
し
て
い

　

る
人
（
加
入
予
定
者
も
含
む
）

※
関
連
事
業
所
な
ど
に
勤
務
し
て

　

い
な
い
人
は
相
談
し
て
く
だ
さ

　

い
。

▼
特
色

・
と
ち
ぎ
マ
イ
ス
タ
ー
、
宮
の
も

　

の
づ
く
り
達
人
な
ど
多
彩
な
講

　

師
陣
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導

・
国
家
試
験
の
２
級
技
能
検
定

　
（
建
築
設
計
科
は
非
該
当
）を
受

　

験
す
る
際
、
学
科
試
験
を
免
除

市
子
ど
も
芸
能
発
表
会

　
　
　
　
出
演
団
体
募
集

　

子
ど
も
た
ち
を
主
体
と
し
た
、

市
内
で
活
動
す
る
文
化
芸
能
団
体

の
発
表
と
交
流
の
た
め
に
「
市
子

ど
も
芸
能
発
表
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
日
頃
の
活
動
の

成
果
を
披
露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　
来
年
２
月
21
日
㈰

▼
と
こ
ろ　
三
島
ホ
ー
ル

▼
対
象　
市
内
で
活
動
し
て
い
る

　

小
・
中
学
生
を
中
心
と
し
て
構

　

成
さ
れ
た
、郷
土
芸
能
（
太
鼓
・

　

お
囃は

や
し子
な
ど
）・
文
化
活
動
（
日

　

本
舞
踊
・
筝
曲
な
ど
）
団
体

※
演
目
は
、
１
団
体
に
つ
き
15
分

　

以
内
。

▼
願
書
配
布
先　
消
防
試
験
研
究

　

セ
ン
タ
ー
栃
木
県
支
部
、
那
須

　

地
区
消
防
本
部
予
防
課

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
栃
木
県
支
部

　
〠
３
２
０
‐
０
０
３
２

　
宇
都
宮
市
昭
和
1
‐
2
‐
16　

　
　
　
　
　
　
栃
木
県
自
治
会
館

　
☎
０
２
８（
６
２
４
）１
０
２
２

　
FAX
０
２
８（
６
２
４
）１
６
５
８

〈
電
子
申
請
に
関
す
る
こ
と
〉

○
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
電
子
申
請
室

　
☎
０
５
７
０
（
07
）
１
０
０
０

▼
参
加
費　
無
料

※
輸
送
費
・
移
送
費
・
昼
食
費
な

　

ど
は
各
団
体
負
担
。

▼
申
込
期
限　
12
月
４
日
㈮

※
申
込
団
体
数
が
12
団
体
を
超
え

　

た
場
合
は
抽
選
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
西
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
（
37
）
５
４
１
９

塩
原
図
書
館

「
絵
本
を
楽
し
む
講
座
」

　

親
子
で
絵
本
に
出
て
く
る
料
理

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
試
食
を

し
な
が
ら
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

も
あ
り
ま
す
。

▼
と
き

　

12
月
19
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

▼
と
こ
ろ

　

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ
調
理
室

▼
対
象　
絵
本
に
興
味
が
あ
り
、

　

親
子
で
参
加
で
き
る
市
民

▼
定
員　
8
組

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
デ
ィ
ナ
ー

　

作
り
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

▼
参
加
費　
４
０
０
円（
材
料
費
）

▼
申
込
開
始
日　
11
月
20
日
㈮
～

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
塩
原
図
書
館

　
　
　
　
　
☎
（
48
）
７
５
２
1

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
体
験
講
座

〈
狩
野
公
民
館
講
座
室
〉

▼
と
き　
12
月
5
日
・
12
日
の
土

　

曜
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　
（
全
2
回
）

〈
鍋
掛
公
民
館
多
目
的
室
〉

▼
と
き　
12
月
8
日
・
15
日
の
火

　

曜
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　
（
全
2
回
）

〈
稲
村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
〉

▼
と
き　
12
月
9
日
・
16
日
の
水

　

曜
午
前
9
時
30
分
～
正
午

　
（
全
2
回
）

▼
対
象

　

市
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
員
、
20

　

歳
以
上
の
市
民
か
市
内
勤
務
者

▼
定
員　
各
10
人
程
度

▼
参
加
費　
１
０
０
円

プ
ー
ル
講
座

　
　
　
泳
ぎ
の
レ
ッ
ス
ン

〈
平
泳
ぎ
を
マ
ス
タ
ー
〉

▼
と
き

　

12
月
１
日
～
22
日
の
毎
週
火
曜

　

午
前
10
時
35
分
～
11
時
５
分

　
（
全
4
回
）

〈
バ
タ
フ
ラ
イ
を
マ
ス
タ
ー
〉

▼
と
き

　

12
月
４
・
18
・
25
日
の
毎
回
金

▼
申
込
期
限　
来
年
３
月
19
日
㈯

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
宇
都
宮
共
同
高
等
産
業
技
術
学

　
校

　
☎
０
２
８（
６
２
２
）１
２
７
１

歯
科
衛
生
士
の

　
　
再
就
職
支
援
研
修
会

　

あ
な
た
の
資
格
を
も
う
一
度
地

域
歯
科
医
療
に
生
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
と
き　
来
年
2
月
7
日
㈰
午
前

　

10
時
～
午
後
3
時

▼
と
こ
ろ

　

と
ち
ぎ
歯
の
健
康
セ
ン
タ
ー　

　
（
宇
都
宮
市
一
の
沢
2
‐
2
‐

　

5
）

▼
対
象　
再
就
職
を
希
望
す
る
未

　

就
業
の
歯
科
衛
生
士

▼
定
員　
20
人

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
期
限　
来
年
1
月
7
日
㈭

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
県
歯
科
医
師
会

　
☎
０
２
８（
６
４
８
）０
４
７
１

※
当
日
会
場
で
支
払
い
。

▼
申
込
期
間

　

11
月
20
日
㈮
～
30
日
㈪

▼
そ
の
他

○
用
具
が
な
い
人
は
協
会
で
用
意

　

す
る
の
で
、
申
し
込
み
の
時
に

　

伝
え
て
く
だ
さ
い

○
当
日
は
運
動
が
で
き
る
服
装

　

で
、
体
育
館
用
の
靴
を
用
意
し

　

て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
市
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
事
務
局

　
（
綱
島
）

　
　
　
　
　
☎
（
63
）
１
７
２
０

※
午
前
9
時
～
午
後
7
時
。

国
際
医
療
福
祉
大
学

ま
ち
な
か
学
校
出
前
講
座

「
初
め
て
学
ぶ
韓
国
語
」

▼
と
き　
11
月
26
日
～
12
月
17
日

　

の
毎
週
木
曜
午
後
7
時
～
8
時

　
（
全
4
回
）

▼
と
こ
ろ

　

ト
コ
ト
コ
大
田
原
視
聴
覚
室

　
（
大
田
原
市
中
央
１
‐
２
‐
14
）

※
11
月
26
日
の
み
中
会
議
室
。

▼
内
容

　

初
心
者
向
け
韓
国
語
講
座

▼
講
師

　

福
井
譲
氏
（
国
際
医
療
福
祉
大

　

学
語
学
教
育
部
准
教
授
）　

▼
対
象　
18
歳
以
上
の
社
会
人

▼
定
員　
30
人

▼
参
加
費

　

2
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

▼
申
込
方
法　
国
際
医
療
福
祉
大

　

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
で
き
る
「
申
込
者
記
入

　

シ
ー
ト
」
に
必
要
事
項
を
記
入

　

の
上
、
F
A
X
か
メ
ー
ル
で

　

申
し
込
み

▼
申
込
期
限　
11
月
20
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
国
際
医
療
福
祉
大
学
総
務
課

　
☎
０
２
８
７
（
24
）
３
０
０
０

　
FAX
０
２
８
７
（
24
）
３
1
０
０

　
　

soum
u@

iuhw
.ac.jp

　

曜
午
前
10
時
35
分
～
11
時
５
分

　
（
全
3
回
）

▼
と
こ
ろ

　

に
し
な
す
の
運
動
公
園
プ
ー
ル

〈
共
通
事
項
〉

▼
対
象　
18
歳
以
上　

▼
定
員　
各
15
人
程
度

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
参
加
費　
プ
ー
ル
入
場
料

▼
持
参
す
る
も
の

　
水
着
、
水
泳
帽
、
着
替
え
な
ど

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
に
し
な
す
の
運
動
公
園

　
　
　
　
　
☎
（
36
）
４
７
８
５

火　災 救　急
建物   0 件 交通事故   39 件
林野   0 件 急病 255 件

その他   0 件 その他   93 件
27年の
累計    75 件 27年の

累計 3,395 件

火災のテレフォンサービス
　☎ 0180－992009（黒磯地区）
　☎ (22)0119（西那須野・塩原地区）

○ 9月の火災と救急
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催
し

ダ
ブ
ル
ス
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
卓
球
大
会

▼
と
き　
12
月
13
日
㈰
午
前
８
時

　

30
分
集
合

▼
と
こ
ろ

　

三
島
体
育
セ
ン
タ
ー
体
育
館

▼
対
象　
那
須
塩
原
市
、
大
田
原

　

市
、
那
須
町
に
勤
務
、
通
学
、

　

在
住
の
人
で
構
成
さ
れ
た
チ
ー

　

ム
（
１
チ
ー
ム
は
３
複
で
構
成

　

さ
れ
た
６
人
）

※
各
団
体
２
チ
ー
ム
ま
で
。

▼
内
容　
男
子
、
女
子
各
ダ
ブ
ル

　

ス
団
体
戦
に
よ
る
予
選
リ
ー

　

グ
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

▼
参
加
費
（
1
チ
ー
ム
当
た
り
）

○
一
般
、
ク
ラ
ブ
、
事
業
所
、
大

　

学
生　
　
　
　

２
５
０
０
円

○
高
校
生
以
下　

１
５
０
０
円

▼
申
込
方
法

　

チ
ー
ム
名
、
選
手
名
、
責
任
者

　

名
、
電
話
番
号
を
添
え
て
、
郵

　

送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み

▼
申
込
期
限　
11
月
27
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
市
卓
球
協
会
（
八
木
澤
）

　
〠
３
２
５
‐
０
０
２
７

　
共
墾
社
89
‐
22

☎
０
８
０（
８
７
５
２
）５
３
７
７

※
平
日
は
午
後
6
時
過
ぎ
の
み
。

　
　
　
　
　
FAX
（
64
）
０
２
４
７

○
市
卓
球
協
会
（
長
濱
）

☎
０
９
０（
５
４
０
１
）８
７
６
９

※
平
日
は
午
後
6
時
過
ぎ
の
み
。

塩
原
温
泉

大
正
浪
漫
街
道
散
策

～「
滝
」と「
文
学
碑
」巡
り
～

　

と
っ
て
お
き
の
紅
葉
と
滝
と
文

学
碑
を
巡
る
散
策
ツ
ア
ー
に
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　
11
月
22
日
㈰
午
前
９
時

　

50
分
～
正
午

▼
集
合
場
所　
蟇が

ま
い
し石

園
地

▼
散
策
コ
ー
ス

　

蟇
石
園
地
→
尾
崎
紅
葉
文
学
碑

　

→
回み

か
え
り顧
の
滝
→
幸
田
露
伴
文
学

　

碑
→
仙せ

ん
ぜ
ん髯
の
滝
→
徳
冨
蘆
花
文

　

学
碑
→
連れ

ん
じ
ゅ珠
の
滝
→
冷れ

い
れ
い々

の
滝

　

→
猿
岩
伝
説
と
猿え

ん
び臂
の
滝
→
蟇

　

石
園
地

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
塩
原
温
泉
観
光
協
会

　
　
　
　
　
☎
（
32
）
４
０
０
０

“
地
域
づ
く
り
”
と

　“
地
域
資
源
保
全
活
動
”

　
　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▼
と
き

　

11
月
27
日
㈮
午
後
１
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ　
西
那
須
野
公
民
館
多

　

目
的
ホ
ー
ル

▼
対
象　
県
民

▼
定
員　
１
４
０
人

▼
内
容

○
第
１
部　

基
調
講
演

　
「
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る

　
〝
地
域
づ
く
り
〟
に
つ
い
て
」

　
（
午
後
１
時
40
分
～
２
時
50
分
）

・
講
師　

大
石
剛
史
氏
（
国
際
医

　

療
福
祉
大
学
准
教
授
）　

○
第
２
部　

事
例
発
表

　
「
農
村
の
地
域
資
源
保
全
活
動
」

　
（
午
後
３
時
～
３
時
40
分
）　

・
講
師　

渡
部
一
男
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　

法
人
樽
見
内
地
域
資
源
保
全
委

　

員
会
副
理
事
長
）

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
期
限　
11
月
16
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
区
町
地
域
資
源

　
環
境
保
全
会
事
務
局
（
鈴
木
）

☎
０
８
０（
５
９
６
１
）９
６
８
４

　
　

sankucho@

　
　
　
　
　

cube.ocn.ne.jp

海
浜
の
初
日
の
出

▼
と
き　
12
月
31
日
㈭
～
来
年
１

　

月
１
日
㈷
㈮
（
1
泊
2
日
）

▼
と
こ
ろ

　
と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

▼
内
容

　
初
日
の
出
観
賞
、
も
ち
つ
き
、

　

た
こ
作
り
、
正
月
遊
び　

ほ
か

▼
定
員　
約
２
５
０
人

※
部
屋
の
タ
イ
プ
ご
と
に
募
集
。

　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

▼
部
屋
の
タ
イ
プ

○
ロ
ッ
ジ
（
４
～
８
人
）

10
組

○
和
室
（
４
～
10
人
）

４
組

○
洋
室
（
２
人
部
屋
）

４
組

○
洋
室
（
３
～
４
人
部
屋
）
16
組

○
洋
室
（
５
～
10
人
部
屋
）
25
組

▼
参
加
費　

○
大
人　
　
　
　
　

５
４
０
０
円

○
高
校
生　
　
　
　

３
９
０
０
円

○
中
学
生　
　
　
　

３
２
０
０
円

○
小
学
生　
　
　
　

３
０
０
０
円

○
３
歳
以
上
学
齢
前
２
２
０
０
円

○
３
歳
未
満　
　
　
　

３
０
０
円

※
夕
食
の
特
別
食
や
２
日
目
の
昼

　

食
希
望
に
よ
っ
て
、
別
途
料
金

　

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
申
込
方
法　
事
業
名
「
海
浜
の

　

初
日
の
出
」、
代
表
者
氏
名
、

　

住
所
、
電
話
番
号
、
全
参
加
希

　

望
者
氏
名
、
性
別
、
年
齢
（
学

　

年
）、
希
望
の
部
屋
の
タ
イ
プ

　

を
添
え
て
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

電
話
、
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

▼
申
込
期
限　
11
月
23
日
㈷
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

　

〠
３
１
１
‐
１
４
１
２

　
茨
城
県
鉾
田
市

　
　
　
　
　
　
玉
田
３
３
６
‐
２

　
☎
０
２
９
１
（
37
）
４
０
０
４

　
FAX
０
２
９
１
（
37
）
４
０
０
８

　
　

kaihin-info@
tm

f.or.jp

廃
棄
物
処
理
施
設

　
　
　
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

　

廃
棄
物
の
処
理
は
、
日
常
生
活

や
経
済
活
動
を
支
え
る
た
め
に
必

要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。

　

廃
棄
物
処
理
の
様
子
や
食
料
品

製
造
工
場
に
お
け
る
廃
棄
物
の
排

出
抑
制
の
取
り
組
み
を
見
学
し
、

廃
棄
物
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　
11
月
28
日
㈯
午
前
9
時

　

～
午
後
5
時

▼
集
合
場
所

　
西
那
須
野
庁
舎
あ
た
ご
駐
車
場

▼
対
象

　
小
学
４
年
生
以
上
の
県
民

▼
定
員　
40
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
見
学
先

・
カ
ゴ
メ
㈱
（
市
内
）

　

食
料
品
製
造
工
場

・
㈱
D
C
環
境
サ
ー
ビ
ス
（
那
須

　

町
）

　

中
間
処
理
施
設
（
破
砕
・
固
形

　

化
）

・
㈱
安
住
（
市
内
）

　

最
終
処
分
場
（
埋
立
）

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
込
期
限　
11
月
24
日
㈫

▼
そ
の
他

○
昼
食
は
、
各
自
道
の
駅
「
明
治

　

の
森
・
黒
磯
」
で
取
っ
て
く
だ

　

さ
い

○
安
全
上
の
理
由
か
ら
、
半
ズ
ボ

　

ン
、
ス
カ
ー
ト
な
ど
の
肌
を
露

　

出
す
る
服
装
は
避
け
て
く
だ
さ

　

い
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
県
北
環
境
森
林
事
務
所

　
環
境
対
策
課

　
☎
０
２
８
７
（
22
）
２
２
７
７

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
講
演
会

「
ぼ
く
ら
の
日
本
語
は
生
き

の
こ
れ
る
の
か
？
」

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
活
躍
し
て

い
る
詩
人
ア
ー
サ
ー
さ
ん
に
、
何

気
な
く
使
っ
て
い
る
〝
こ
と
ば
〟

に
つ
い
て
ユ
ニ
ー
ク
な
切
り
口
で

語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
日
本
人
以

上
の
日
本
語
の
達
人
と〝
こ
と
ば
〟

を
見
つ
め
直
し
て
、
豊
か
な
世
界

へ
の
扉
を
開
き
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き

　

11
月
29
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時

▼
と
こ
ろ

　
割
烹
石
山
（
黒
磯
駅
前
）

▼
申
込
方
法　
事
前
に
チ
ケ
ッ
ト

　

を
購
入
し
て
く
だ
さ
い

▼
チ
ケ
ッ
ト
料　
５
０
０
円

▼
チ
ケ
ッ
ト
購
入
場
所

○café　

セ
ン
ト
ロ

○K
A

N
EL BREA

D

○
こ
と
葉

○
創
造
の
森
・
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン

○RA
K

U
D

A

▼
そ
の
他　
２
～
10
歳
の
託
児
あ

　

り
（
要
予
約
）

▼
託
児
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
講
演
会

　
実
行
委
員
会
（
目め

づ
ら面
）

☎
０
７
０（
３
５
２
６
）５
２
１
２

　

kouenkai@
teraris.com

「
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く

り
県
民
税
」
バ
ス
ツ
ア
ー

　
「
と
ち
ぎ
の
元
気
な
森
づ
く
り

県
民
税
」
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も

ら
い
、
ふ
る
さ
と
の
大
切
さ
を
実

感
す
る
た
め
の
バ
ス
ツ
ア
ー
。
今

年
は
那
珂
川
町
を
巡
り
ま
す
。

▼
と
き　
11
月
29
日
㈰
午
前
10
時

　

～
午
後
3
時

▼
対
象　
県
民

▼
定
員　
30
人

▼
内
容　
よ
ろ
こ
び
の
森
、
カ
タ

　

ク
リ
の
里
、
奥
山
整
備
事
業
現

　

場
の
見
学

▼
参
加
費　
無
料

※
昼
食
代
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

　

す
。

▼
申
込
期
限　
11
月
17
日
㈫

▼
そ
の
他

・
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
と
歩
き
や

　

す
い
靴
で
、
帽
子
、
雨
具
、
飲

　

み
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

・
昼
食
は
そ
ば
店
で
す
。
苦
手
な

　

人
は
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ
さ

　

い
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
県
北
環
境
森
林
事
務
所

　
☎
０
２
８
７
（
23
）
６
３
６
３

　
FAX
０
２
８
７
（
23
）
６
３
６
６

平
成
28
年
成
人
式

▼
と
き

　

来
年
１
月
10
日
㈰
午
前
10
時
～

▼
と
こ
ろ　

・
黒
磯
地
区　

黒
磯
文
化
会
館

・
西
那
須
野
地
区　

三
島
ホ
ー
ル

・
塩
原
地
区　

ハ
ロ
ー
プ
ラ
ザ

▼
対
象

　
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
８

　

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

▼
そ
の
他　
11
月
１
日
現
在
、
市

　

内
に
住
民
票
が
あ
る
人
に
案
内

　

状
を
送
付
し
ま
す

※
市
外
に
住
ん
で
い
る
人
や
、
11

　

月
１
日
以
降
に
転
入
届
を
提
出

　

し
た
人
は
12
月
11
日
ま
で
に
申

　

し
込
み
が
必
要
で
す
。　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
西
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
（
37
）
５
９
２
５

　
　
　
　
　
FAX
（
37
）
５
４
７
９

　
　

shougai@

　

city.nasushiobara.lg.jp

市
民
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
大
会

▼
と
き

　

12
月
20
日
㈰
午
前
9
時
～

▼
と
こ
ろ

　

稲
村
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
対
象

　
市
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
員
、
20

　

歳
以
上
の
市
民
か
市
内
勤
務
者

▼
定
員　
30
人

▼
種
目　
個
人
戦

▼
参
加
費　
５
０
０
円

※
当
日
会
場
で
支
払
い
。

▼
申
込
期
間

　

11
月
20
日
㈮
～
12
月
10
日
㈭

▼
そ
の
他

○
用
具
が
な
い
人
は
協
会
で
用
意

　

す
る
の
で
、
申
し
込
み
の
時
に

　

伝
え
て
く
だ
さ
い

○
当
日
は
運
動
が
で
き
る
服
装

　

で
、
体
育
館
用
の
靴
を
用
意
し

在
職
者
訓
練

　
　
　
技
能
向
上
コ
ー
ス

【
募
集
コ
ー
ス
な
ど
】

実施コース名 とき 定員 受講料 申込期限
 ホームページ
 作成基礎
 （ホームページ
 ビルダー編）

 2月3日㈬
 ・4日㈭
 午前9時～
 午後4時 各

10人
各

3,520円

 1月26日㈫

 高齢者・障害者への
 接遇セミナー

 2月8日㈪
 ・9日㈫
 午後1時～
 3時

 2月1日㈪

▼
と
こ
ろ

　

県
立
県
北
産
業
技
術
専
門
校

　
（
那
須
町
高
久
甲
５
２
２
６
‐

　

24
）

▼
対
象　
企
業
・
団
体
勤
務
者
、

　

自
営
業
者

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
県
立
県
北
産
業
技
術
専
門
校　

　
職
業
能
力
開
発
担
当

　
☎
０
２
８
７
（
64
）
４
０
０
０

　
FAX
０
２
８
７
（
64
）
５
４
４
５

　

て
く
だ
さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

○
市
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
事
務
局

　
（
綱
島
）

　
　
　
　
　
☎
（
63
）
１
７
２
０

※
午
前
9
時
～
午
後
7
時
。
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野
の む ら

村和
か ず こ

子さん
　　　～プロフィール～
13 年前、たまたま聞きに行った
語り部の講演会。そこで語り部の
魅力に引き込まれた野村さん。
もともと昔話などをすることが好
きで、設立間もない「塩原のかた
りべ」に参加。以後、中心メンバー
の１人として、毎月定期的に福祉
施設や学校などで精力的に民話を
語り続けています。

№19

　
平
成
14
年
に
設
立
し
た
「
塩
原
の
か
た

り
べ
」
は
、
口
承
文
芸
と
し
て
民
話
や
昔

話
な
ど
を
語
り
な
が
ら
、
塩
原
の
魅
力
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
こ
の
よ
う
な
活
動
を
始
め
る
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
は
、設
立
間
も
な
い
「
塩

原
の
か
た
り
べ
」
の
立
ち
上
げ
講
演
に
、

何
と
な
く
聞
き
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。
初

め
は
高
齢
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
会
に
参

加
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

語
り
部
の
皆
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
る
う

ち
に
、
自
分
も
す
っ
か
り
そ
の
世
界
に
引

き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
と
も
と

保
育
士
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
“
お
話
”

を
し
て
い
た
経
験
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
お

話
を
語
り
き
か
せ
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た

の
で
、
思
い
切
っ
て
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
民
話
な
ど
を
語
る
際
は
、
そ
の
お
話
を

頭
に
た
た
き
込
み
ま
す
。
た
だ
丸
暗
記
す

る
の
で
は
な
く
、
必
ず
初
め
に
ス
ト
ー

リ
ー
全
体
を
書
き
出
し
て
、
自
分
が
言
い

や
す
い
言
葉
や
方
言
な
ど
に
置
き
換
え
て

い
き
ま
す
。
こ
の
作
業
を
“
再さ
い
わ話
”
と
い

う
の
で
す
が
、
元
の
話
が
変
わ
っ
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。
で
も
、

再
話
は
結
構
楽
し
い
で
す
。
自
分
の
言
葉

で
話
を
再
構
築
す
る
の
で
自
然
に
覚
え
て

し
ま
い
ま
す
し
、
今
は
だ
い
た
い
50
話
ほ

ど
持
ち
ネ
タ
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
再
話

を
す
る
際
、
字
を
書
く
と
き
に
力
が
入
り

に
く
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
パ

ソ
コ
ン
を
覚
え
て
み
た
い
で
す
ね
。

　
毎
月
、
福
祉
施
設
や
学
校
、
保
育
園
な

ど
で
語
り
を
し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
も
聞

き
手
の
皆
さ
ん
か
ら
元
気
を
い
た
だ
き
ま

す
。
好
き
な
こ
と
を
し
な
が
ら
元
気
も
も

ら
え
る
。
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

問
い
合
わ
せ

○
塩
原
の
か
た
り
べ（
代
表・
佐
藤
）

　
　
　
　
　
☎
０
２
８
７（
37
）２
８
６
５

　
地
元
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
民
話
や
昔
話
を
独
自
の
口
調
で
語
り
継
ぐ
「
塩
原
の
か
た
り

べ
」。
今
回
は
、
会
の
発
足
当
初
か
ら
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
、
野
村
和
子

さ
ん（
86
歳
）に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

なすしおばら元
げ ん き び と

気人

↑身振りを交えながら、民話を語る野村さん。中には、１話の長さが 20 分を超えるものもありますが、
  「途中で分からなくなる」ことはないそうです

↑“塩原のかたりべ " の仲間たち（前列左から
　2 番目が野村さん）

↑「病気であっても病人ではない」、「自分で
　できることは自分で」が野村さんのモットー

一歩踏み出す人を

応援するまち

心に残るふるさとのお話を
　　　　　　　　　伝えていきたい


